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（１）発生土置き場計画地で実施した地質調査結果 

 １）ボーリング位置図 

・各発生土置き場候補地において、平成２５年から令和４年にかけて鉛直ボーリン

グを行いました（図 １～図 ６）。これらの調査結果に基づき、設計に必要な地

盤モデルを作成しております。 

 

 

図 １ ツバクロ発生土置き場ボーリング位置図
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図 ２ イタドリ発生土置き場ボーリング位置図 

図 ３ 藤島発生土置き場ボーリング位置図 
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図 ４ 中ノ宿２発生土置き場ボーリング位置図
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図 ５ 中ノ宿３発生土置き場ボーリング位置図

 

図 ６ 剃石発生土置き場ボーリング位置図 
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 ２）各発生土置き場におけるボーリング結果 

〈ツバクロ発生土置き場〉 

・主となる玉石砂礫層は、玉石等の巨礫を主体とした地質で構成され、標準貫入試

験によるＮ値は大半が５０以上で局所的に３０程度を示す部分もあります。その

下は岩盤（粘板岩）が構成され、堅硬な地盤となっています。 

・一方で、Ｎ値が１０程度の低い値を示す地質も一部確認されており、Ｈ２５ツバ

クロにて地表部に約２．５ｍの厚さで人工的な埋土層が存在していること、燕Ｂ

Ｖ－１にて地上から約１１～１２．５ｍの区間で液状化する可能性がある粘性土

質礫層が挟在していることが分かったため、当該層を考慮した安定検討を実施し

ます。 

 

〈イタドリ発生土置き場〉 

・主となる玉石砂礫層は、玉石等の巨礫を主体とした地質で構成され、標準貫入試

験によるＮ値は３０～５０程度となっております。その下は岩盤（粘板岩）が構

成され、堅硬な地盤となっています。 

・発生土置き場の設計に特別な考慮が必要な弱層等は確認されておりません。 

 

〈藤島発生土置き場〉 

・既設盛土より以深は河床堆積物と崖錐堆積物を主とする層により構成され、標準

貫入試験によるＮ値はおおむね５０を超えております。その下は岩盤（粘板岩）

が構成され、堅硬な地盤となっています。 

・一方、既設盛土の一部の地層で地耐力の弱い層が確認されており、地盤改良を実

施することで必要な強度を満足する計画とします。 

 

〈中ノ宿２発生土置き場〉 

・表層から３０ｍ程度、玉石混じりの砂礫層が続きます。そのうち表層から５ｍ程

度はＮ値１０程度の層ですが、５ｍ以深は河床堆積物と崖錐堆積物を主とする層

により構成され、標準貫入試験によるＮ値はおおむね５０を超えております。そ

の下は岩盤（粘板岩）が構成され、堅硬な地盤となっています。 

・発生土置き場の設計に特別な考慮が必要な弱層等は確認されておりません。 

 

〈中ノ宿３発生土置き場〉 

・中ノ宿２発生土置き場と同様に、表層から３０ｍ程度、玉石混じりの砂礫層が続

きます。そのうち表層から５ｍ程度はＮ値１０程度の層ですが、５ｍ以深は河床
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堆積物と崖錐堆積物を主とする層により構成され、標準貫入試験によるＮ値はお

おむね５０を超えております。その下は岩盤（粘板岩）が構成され、堅硬な地盤

となっています。 

・発生土置き場の設計に特別な考慮が必要な弱層等は確認されておりません。 

 

〈剃石発生土置き場〉 

・主に河床堆積物と崖錐堆積物を主とする玉石混じりの砂礫層により構成され、標

準貫入試験によるＮ値はおおむね５０を超えております。その下は岩盤（粘板岩）

が構成され、堅硬な地盤となっています。 

・発生土置き場の設計に特別な考慮が必要な弱層等は確認されておりません。 

 

 ３）ボーリング柱状図・地質断面図 

・各発生土置き場の柱状図及びツバクロ発生土置き場の地質断面図をそれぞれ次ペ

ージ以降に添付いたします。 
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ボーリ ング柱状図（Ｈ２７ツ バ ク ロ）
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15

回

転

数

(

rpm

)

170

送

水

圧

(

MPa

)

0

～

0.1

0.2

～

0.3

0.1

～

0.3

送

水

量

(

l

／

分

)

清

水

／

2

清

水

／

4

排

水

量

(

l

／

分

)

2.5

～

0

0

2

4
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ボーリング柱状図（燕 B V - A）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 燕 B V - A 調査位置 静 岡 県 葵 区 田 代 地 内 北 緯 3 5 ° 2 8’ 4 5 . 2 2 ”

東 経 1 3 8 ° 1 4’ 1 . 3 7 ”発 注 機 関 調査期間 平成 29年 6月 10日 ～ 29年 6月 22日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1301.618m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N S 7 5 ポ ン プ M S - 1 5 4 A総 掘 進 長  25.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

標

高

(m)

1282.12

1276.62

層

厚

(m)

 19.50

  5.50

深

度

(m)

19.50

25.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

GL.-0.00～0.15m間、表土

GL.-5.00～11.00m間、L=60～150㎜
の玉石主体。
L=200㎜の玉石も点在。
礫は砂岩＞粘板岩。チャート、緑色
岩も点在。
GL.-6.15m付近、全量逸水。
GL.-7.70 ～7.75m間、基質の砂は赤
褐色に変色。

GL.-11.00～17.00m間、L=100～300
㎜の玉石主体。
礫は砂岩＞粘板岩＞チャート

GL.-17.00～19.50m間、L=300～400
㎜の玉石主体。
礫は砂岩，チャート＞粘板岩

GL.-0.00～0.15m間、表土

GL.-5.00～11.00m間、L=60～150㎜
の玉石主体。
L=200㎜の玉石も点在。
礫は砂岩＞粘板岩。チャート、緑色
岩も点在。
GL.-6.15m付近、全量逸水。
GL.-7.70 ～7.75m間、基質の砂は赤
褐色に変色。

GL.-11.00～17.00m間、L=100～300
㎜の玉石主体。
礫は砂岩＞粘板岩＞チャート

GL.-17.00～19.50m間、L=300～400
㎜の玉石主体。
礫は砂岩，チャート＞粘板岩

玉

石

混

じ

り

砂

礫

褐

灰

色

岩級区分＝CM～CL
葉理の発達した砂質粘板岩。
GL.-19.50～20.00m間、著しく砂質
で葉理不明瞭。
GL.-20.00～25.00m間、葉理面はほ
ぼ垂直。
葉理面に平行な鉛直割れ目が発達。
GL.-20.85～20.95m間、軟質で細礫
化。

粘

板

岩

黒

灰

色

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.40
6/12

3.14
6/13

4.03
6/14

5.02
6/15
5.07
6/20

5.37
6/16

5.65
6/17

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.00
1.02

2.10
2.13

3.00
3.00

4.00
4.00

5.00
5.03

6.05

6.09

7.00
7.03

8.00
8.04

9.10

9.14

10.05
10.08

11.05

11.09

12.10
12.10

13.00
13.02

14.05
14.08

15.05

15.10

16.00
16.02

17.00
17.00

18.05
18.08

19.05
19.07

20.00
20.01

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

50

2

50

3

50

3

50

4

50

3

50

4

50

4

50

3

50

4

50

2

50

3

50

5

50

2

50

3

50

2

50

1

10

～

20

20

～

30

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

50

2

50

3

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

3

50

4

50

3

50

4

50

4

50

3

50

4

50

0貫入不能

50

2

50

3

50

5

50

2

50

0貫入不能

50

3

50

2

50

1

N 値

0 10 20 30 40 50 60

750

500

500

375

500

375

375

500

375

750

500

300

750

500

750

1500

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

5.50

5.60

10.20

10.30

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

土密・
含・粒
度

土密・
含・粒
度

掘

進

月

日

6

11

6

12

6

13

6

14

6

15

6

16

6

20
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ボーリング柱状図（燕 B V - B）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 燕 B V - B 調査位置 静 岡 県 葵 区 田 代 地 内 北 緯 3 5 ° 2 8’ 3 8 . 8 1 ”

東 経 1 3 8°13’53 . 4 6”発 注 機 関 調査期間 平成 29年 6月 23日 ～ 29年 6月 29日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1294.895m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N S 7 5 ポ ン プ M S - 1 5 4 A総 掘 進 長  11.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

標

高

(m)

1293.20

1289.05

1283.90

層

厚

(m)

  1.70

  4.15

  5.15

深

度

(m)

1.70

5.85

11.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ10～40㎜の礫主体。最大礫径90
㎜。
掘進中全量逸水。

砂

礫

暗

褐

灰

色

L=100～300㎜の玉石主体。最大礫長
1000㎜。
礫は砂岩が最も多く、粘板岩、チャ
ートも認められる。
掘進中全量逸水。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

色

平行葉理の発達した粘板岩。
掘進中全量逸水。
GL.-6.20～6.90m間、層理面に平行
な褐色風化多い。
GL.-6.30m付近、幅30㎜の砂状破砕。
層理面に斜交。
GL.-6.40m、層理面傾斜60°。
GL.-8.40m付近、幅10㎜の砂状破砕。
層理面に斜交。
GL.-8.70m、層理面傾斜60°。
GL.-9.70～9.95m間、厚さ10㎜の細
粒砂岩挟在。
GL.-10.45m、層理面傾斜65°。
GL.-10.80～11.00m間、厚さ70㎜の
中粒砂岩。岩芯まで風化。

粘

板

岩

黒

灰

色

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

5.22
6/26
5.22
6/27

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.38

3.10

3.20

4.00
4.01

5.15

5.31

6.00
6.02

7.00
7.01

8.00
8.01

9.00
9.02

10.00
10.01

11.00
11.02

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

6

12

50

50

1

16

50

2

50

1

50

1

50

2

50

1

50

2

10

～

20

6

16

34

6

20

～

30

10

22

3

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

22

30

50

23

50

10

50

1

50

16

50

2

50

1

50

1

50

2

50

1

50

2

N 値

0 10 20 30 40 50 60

22

65

150

1500

94

750

1500

1500

750

1500

750

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

1.15

1.45

3.10

3.20

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

土密・
含・粒
度

土密・
含・粒
度

掘

進

月

日

6

24

6

25

6

26

6

27
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ボーリング柱状図（燕 B V - C）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 燕 B V - C 調査位置 静 岡 県 葵 区 田 代 さ わ ら 島 地 内 北 緯 3 5 ° 2 8’ 3 0 . 4 1 ”

東 経 1 3 8°13’53 . 1 6”発 注 機 関 調査期間 平成 29年 6月 2 8日 ～ 2 9年 7月 6日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1286.034m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 Y B M - 0 5
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N S 7 5 ポ ン プ M S - 1 5 4 A総 掘 進 長  15.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

1285.63

1276.13

1275.03

1273.78

1273.33

1272.53

1271.33
1271.03

層

厚

(m)

  0.40

  9.50

  1.10

  1.25

  0.45

  0.80

  1.20
  0.30

深

度

(m)

0.40

9.90

11.00

12.25

12.70

13.50

14.70
15.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

φ20～50㎜の砕石。埋土・
砕石 暗灰

L=100～200㎜の玉石主体。
礫は砂岩を主体とし、粘板岩、緑色
岩・チャート礫も認められる。
基質は細粒分の少ない粗粒砂～細
礫。
GL.-2.45～3.63m間、玉石少なく砂
礫状主体。最大礫径100㎜。
GL.-4.50～6.85m間、玉石少なく砂
礫状主体。最大礫径200㎜。、
GL.-8.45～9.90m間、基質少なく殆
ど玉石からなる。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

葉理の発達した粘板岩。葉理の傾斜
70～80°。

礫状破
砕帯・
粘板岩

黒

灰

GL.-11.45～12.25m間、傾斜30°前
後のへき開発達し、指圧でφ5㎜以
下に細片
細片化しやすい。

砂状破
砕帯・
粘板岩

黒

灰

GL.-12.25～12.70m間、割れ目が密
に発達し、φ30～50㎜の菱形状～角
礫状。
岩片は軟質で脆い。

礫状破
砕帯・
砂岩

青

灰

GL.-12.70～13.50m間、傾斜30°前
後のへき開発達し、指圧でφ5㎜以
下に細片化しやすい。

砂状破
砕帯・
砂岩

青

灰

GL.-13.50～14.70m間、割れ目が密
に発達し、φ30～50㎜の角礫状をな
す。

礫状破
砕帯・
砂岩

青

灰

塊状の中粒砂岩。砂岩 暗灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.26
7/1
1.28
7/2
1.30
7/3

1.87
7/4

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.05

2.14

3.15

3.45

4.00

4.04

5.15

5.45

6.00
6.01

7.05
7.06

8.15

8.45

9.05

9.12

10.15

10.22

11.00

11.05

12.00

12.07

13.00

13.04

14.00

14.05

15.00
15.03

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

5

50

9

16

50

4

13

50

1

50

1

7

50

7

50

7

50

5

50

7

50

4

50

5

50

3

10

～

20

5

13

13

13

20

～

30

12

11

16

25

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

22

30

50

9

40

30
50

4

42

30
50

1

50

1

45

30
50

7

50

7

50

5

50

7

50

4

50

5

50

3

N 値

0 10 20 30 40 50 60

22

167

40

375

42

1500

1500

45

214

214

300

214

375

300

500

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

3.15

3.45

8.15

8.45

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

土密・
含・粒
度

土密・
含・粒
度

掘

進

月

日

6

29

7

1

7

2

7

3

7

3
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土質ボーリング柱状図（燕BV-1）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 燕BV-1 調査位置 静岡県静岡市葵区 燕沢 北 緯 35°28′42″

発 注 機 関 調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経 138°14′ 5″

調 査 業 者 名 主任技師
現  
代 理 人

場 コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1320.74m

総 削 孔 長 30.00m

角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機 鉱研製OP-1

エンジン ヤンマーNFAD12 ポ ン プ ヤンマーCP-3090°

0° 水平

鉛
直

0°0°

90°上
下

180°

0°

北

180°

0°

90°270°

東

南

西

0°

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

現

場

土

質

名

模

様

現

場

土

質

名

地
盤
材
料
の
工
学
的
分
類

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

地

質

時

代

名

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

標 準 貫 入 試 験

深度－Ｎ値図

0 5010 20 30 40

N

値

深

度

(m)

100mmごと
の打撃回数

0

100

100

200

200

300

打
撃
ご
と
の
貫
入
量

50

回

の

貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

原

位

置

試

験

削

孔

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

1310.64

1309.74

1309.24

1308.74

1308.24

10.10

11.00

11.50

12.00

12.50

玉

石

混

じ

り

砂

礫

砂

礫

シルト

玉石混じり砂
礫

シルト

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗褐

暗

灰

0.00～0.50m腐植土。

径200㎜以上の玉石を含む砂礫。
径200㎜以上の玉石は2～3mに1～2個程
度。
礫種は粘板岩細～中粒礫岩で、粘板岩
も比較的しっかりしたものが多い。
砂岩礫は硬質。
粘性土分(黄褐色)も多く含有し、極め
て不均質。
礫率80%以上(見た目岩砕)。
礫種は70%以上が片状角礫粘板岩、砂岩
20～25%他、緑色岩片を含むほぼ角礫主
体で亜円礫は数～10%ほど。
礫径もばらつきが大きく、5～60㎜でほ
とんど淘汰されていない。

3.75～4.00m：硬質細砂岩片。

4.00～4.30m：亀裂性粘板岩5cmほどに
割れ、数10mm～30mm

4.30～4.40m：褐色砂岩礫

4.70～5.00m：径50～100㎜大の砂岩、
粘板岩、礫岩の角礫

8.75～8.95m：粘板岩岩片(硬質)。

9.30～10.00m： 細粒砂岩。粘板岩互
層片(粘板岩が割れて10～30㎜の角礫
状)。

玉石の混入少ない砂礫主体。

含水率が著しく高い礫混じりシルト～
粘土主体

最大10㎝の玉石混じり砂礫

含水率が著しく高い礫混じりシルト～
粘土主体

径200～700㎜の玉石を不規則に含む不
均質な砂礫。
玉石は17.26m以浅より大型化また含有
率も高い。
玉石は1mに、2、3～5個程度と多く、概
ね硬質。
玉石は、粘板岩、砂岩、緑色岩が同程
度に混入。

粘板岩は風化し若干褐色したものが多
く、脆く、細かく割れたものが多く認
められる。

砂礫は礫分多く、礫率50%以上。
礫種は片状の粘板岩片が多く、70%以
上。砂岩が20～25%、若干のチャートと
緑色岩片を含む(数%以下)、不均質で5
～60㎜径の角礫～亜円礫が数%程度。
基質は少なく細～粗砂混じりの砂質シ
ルトで不均質。
黄褐色の粘性土が目立つ部分がある。

黄褐色粘土は、17.70～18.00m、19.40
～19.60m、20.00～20.40m、20.90～
21.00m、21.30～21.50m、22.30～
22.40m、20.60～20.65m、25.40～
25.50m、26.25～26.30m、30.05～
30.70mに挟在。

玉石
17.25～17.70m砂岩(以下ss)、粘板岩
(以下ｓｌ)
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東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所
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30.70mに挟在。

玉石
17.25～17.70m砂岩(以下ss)、粘板岩
(以下ｓｌ)。
18.30～18.65(sl)角礫化
18.65～18.80m(ss)角礫化
19.05～19.30m(角礫化し若干脆いsl)。
19.60～20.00m(sl)。
20.40～20.55m、21.60～22.00(硬質
ss)。
22.40～22.60m(花崗岩)。
23.05～23.35m(ss硬質)。
25.85～26.05(sl褐色化、脆く片状に角
礫化)。
26.10～26.25m(ss)。
26.95～27.35m(sl質の礫岩)。
27.35～27.70m(ss)。
27.90～28.45m(sl→fss)(27.90～
28.00mはslで褐色化し脆い)。
28.50～29.00m(ss)。
29.30～29.95m(ss)

30.15～30.25m(ss)

鉛直構造が発達した粘板岩。葉理に
沿って割れやすく、鉛直及び直交する
方向の亀裂沿いに割れやすい。岩片は
風化が殆ど認められず、硬質でハン
マーの打撃で割れやすい。亀裂沿いは
一部角礫化するが概ね褐色を示すもの
の密着し、特に31.30m以深では褐色化
は認められない。
31.20～31.30m間は葉理沿いに沿って片
状化。
31.55m付近は葉理沿いに網状に角礫化
31.95～32.05m、32.95～33.10m間は葉
理沿いに片状化
33.70～33.75m間は∠55°の亀裂沿いに
角礫化
34.35～34.45m間は葉理沿いに細礫化
35.95～36.00m間は葉理沿いに片状化

214

300

250

23.00

24.00
24.00

25.00

25.07

26.00
26.00

27.00
27.00

28.00
28.00

29.15

29.20

30.00

30.06

31.00
31.00

32.00
32.00

33.00
33.00

34.00
34.00

35.00
35.00

36.00
36.00

貫入不能

70
50

貫入不能

貫入不能

貫入不能

50
50

60
50

貫入不能

貫入不能

貫入不能

貫入不能

貫入不能

貫入不能

0
50

70
50

0
50

0
50

0
50

50
50

60
50

0
50

0
50

0
50

0
50

0
50

0
50

70

50

60

7
6

8
6

9
6

11
6

10
6

別1－13



土質ボーリング柱状図（燕BV-2）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 燕BV-2 調査位置 静岡県静岡市葵区 燕沢 北 緯 35°28′37″

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経 138°13′59″

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1300.43m

総 削 孔 長 27.00m
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径10～140㎝の砂岩、粘板岩玉石を不規
則に含む砂礫。
玉石は硬質な砂岩。
80%「粘板岩、緑色岩各10%ほど。
径の大きい玉石はほぼ砂岩(ss)。

砂礫淘汰悪く礫率40～60%。
径5～50㎜角礫主体で、不均質径10㎜以
下は亜円礫主体。
礫種、片状～角礫状粘板岩60%、砂岩
30%前後他 。
基質、細礫粗砂混じり砂質シルト～シ
ルト質粘性で不均質。

0.00～0.10m、腐食物及び植物片のみ～
0.30m は土壌化。

玉石の混入少ない砂礫。土質は上位層
と殆ど変化なし。

21.00～21.17m間、岩盤中の亀裂。
亀裂沿いに角礫化。含水多く径5～30㎜
の砂岩角礫主体。
基質は砂質シルトで黄褐色示し、緩
い。

ほぼ鉛直の 理構造の粘板岩。
風化弱く、一部細礫化(風化ではない)
しているが、概ね棒状～片状の粘板
岩。

20.50～22.75mは、細砂質で硬質コアは
棒状基本多く、片～棒状で一部角礫
化。
他に低角(∠30°以下)の割れ目が、20
～30cm間隔程度に分布。

20.50～22.95m間、コア硬質だが亀裂表
面黄褐色化
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他に低角(∠30 以下)の割れ目が、20
～30cm間隔程度に分布。

20.50～22.95m間、コア硬質だが亀裂表
面黄褐色化。
ただ20.50～20.60m以外は岩芯部への風
化はほとんどない。
23.85～24.25m：葉理沿いの亀裂密集
し、24.05～24.15m間、1～3㎝下に角礫
化。軟化はほとんどない。
24.45～25.45mも同様。
25.60～26.60mも同様で、26.15～
26.60m間はコア半身が細亀裂多く、細
礫化しているが、岩片の軟化にはほと
んどない。
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土質ボーリング柱状図（燕BV-3）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 燕BV-3 調査位置 静岡県静岡市葵区 燕沢 北 緯 35°28′30″

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経 138°13′59″

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1295.72m

総 削 孔 長 16.00m
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0.00～0.25m：腐植物多く、草木根混
入。
最大径300㎜の粘板岩や緑色岩、砂岩等
の玉石を含む不均質な砂礫。
深度2m中に2～3個程度、岩種は粘板岩
50%、緑色岩25%、砂岩20%程度不規則に
混入。
砂礫は5～30㎜主体、最大径70㎜。概ね
角礫だが径10㎜以下は円礫～亜円礫主
体。
礫率45～60%で、淘汰悪く不均質。礫種
は偏平化した粘板岩70%、緑色岩20%、
砂岩10%程度。基質は細礫、粗砂混じり
砂質シルトで極めて不均質。

玉石の混入少ない砂礫。基質は上下層
と変化なし。

最大径300㎜の粘板岩や緑色岩、砂岩等
の玉石を含む不均質な砂礫。
深度2m中に2～3個程度、岩種は粘板岩
50%、緑色岩25%、砂岩20%程度不規則に
混入。
砂礫は5～30㎜主体、最大径70㎜。概ね
角礫だが径10㎜以下は円礫～亜円礫主
体。礫率45～60%で、淘汰悪く不均質。
礫種は偏平化した粘板岩70%、緑色岩
20%、砂岩10%程度。基質は細礫、粗砂
混じり砂質シルトで極めて不均質。

9.25～9.35m間、玉石が角礫化し、基質
は細粒分少なく中砂。
10.55～10.90m：若干礫率、礫径ともに
少。礫率45%前後。
φ0.5～10ｃｍ主体。基質や礫種等変わ
らず。

10.90～11.80m間は風化強く、一部角礫
軟質化。葉理構造50～60°。葉理面で
割れやすく一部片状～角礫状化。

高角度の葉理が発達した粘板岩～砂質
粘板岩。厚さ0.10～0.50mの細粒砂岩層
が発達。
11.80m以深は、風化は認められず、硬
質コア長30cm以上の棒状。
11.30～11.40m間は、特に風化強く、コ
ア角礫状に土砂化。角礫も脆く指圧で
砕ける。
11.40～11.80m間は、葉理で分離しコア
片状化岩芯部まで風化し、ハンマーの
軽打で砕け、亀裂沿いの褐色風化も認
められる。
11.80m以深は、葉理構造鉛色となり、
極めて良好。コア硬質長棒状。
12.90m以浅は、亀裂表面が若干褐色化
しているが、岩片は未風化硬質。ハン
マーの強打で割れる程度。
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土質ボーリング柱状図（燕BV-4）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 燕BV-4 調査位置 静岡県静岡市葵区 燕沢 北 緯 35°28′44″

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経 138°13′58″

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1300.15m

総 削 孔 長 15.00m

角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機 鉱研製OP-1

エンジン ヤンマーNFAD12 ポ ン プ ヤンマーCP-3090°

0° 水平

鉛
直

0°0°

90°上
下

180°

0°

北

180°

0°

90°270°

東

南

西

0°

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

現

場

土

質

名

模

様

現

場

土

質

名

地
盤
材
料
の
工
学
的
分
類

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

地

質

時

代

名

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

標 準 貫 入 試 験

深度－Ｎ値図

0 5010 20 30 40

N

値

深

度

(m)

100mmごと
の打撃回数

0

100

100

200

200

300

打
撃
ご
と
の
貫
入
量

50

回

の

貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

原

位

置

試

験

削

孔

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1291.05

1285.15

9.10

15.00

玉

石

混

じ

り

細

礫

粘

板

岩

暗

灰

色

暗

褐

径100㎜以上の玉石を含む不均質な砂
礫。径100～300㎜玉石を1mに概ね2～3
個含有。玉石はφ100～300㎜最大400
㎜。岩種は礫質な砂岩(50%)、粘板岩
(40%)、礫岩(10%)。
砂礫は5～40㎜主体で、最大径70㎜、角
礫～亜角礫主体で、亜円礫を10%程度含
む。礫種は粘板岩60%、砂岩30%、他緑
色岩及びチャートを10%含む。
礫はほとんど淘汰されておらず、極め
て不均質。礫は砂岩チャートは硬質だ
が、粘板岩は軟質化したものが多く、
概ねハンマーの軽打で容易に割れ、一
部は岩芯まで褐色化している。
基質部は、中～粗砂混じりシルト極め
て不均質。

0.00～0.05m：礫混じり腐植質砂質シル
ト、草木根含有。暗褐色。
0.65～0.85m：硬質砂岩。
1.02～1.40m：硬質砂岩。
1.60～1.75m：亀裂性の硬質砂岩。亀裂
表面赤褐色。
1.85～2.00m：若干脆い粘板岩。
2.65ｍ、3.50m：直径5.00㎝の亜鉛礫混
入。
8.65m：砂質の玉石中に淡灰色で厚さ
1.00㎝の粘土薄層が充填。

∠60～70°の高角葉理面が発達する風
化粘板岩。葉理面と直交亀裂沿いに片
状に割れやすい短棒～片状コア。
亀裂面は褐色化し、岩芯まで風化もコ
ア外形は残存。概ねハンマーの軽打で
容易に割れ、一部は細礫化。
厚さ1～6cmの細～中粒砂岩の薄層が発
達し(1mに数枚)、砂層部は比較的硬
質。
14.35～14.60mは細粒砂岩質
12.25m付近、厚さ1.0～2.0cmの方解石
挟在。
9.30～9.80m間、風化著しくコア指圧で
容易にくずれ細片化。岩芯部まで褐色
風化進行。
9.80m以深は、岩芯部の褐色化顕著。
11.70～12.00m、上盤50°下盤不明瞭
(80%前後)で断層角礫化(破砕粘土有)。
13.90～14.25m：80°高角亀裂沿いに角
礫化。細粒分ほぼ無し。
14.70～15.00m：低角構造(葉理直交)に
従って角礫化。細粒分ほぼ無し。

06/01
0.40

06/02
1.80

06/03
4.60

06/04
5.4006/04
5.60

06/06
6.85

06/06
4.30

06/07
5.10

06/07
5.90
06/08
6.20

06/08
6.00

750

167

500

214

250

750

167

1500

750

375

750

500

1.00
1.02

2.00

2.09

3.00
3.03

4.00

4.07

5.00

5.06

6.00
6.02

7.00

7.09

8.00
8.01

9.00
9.02

10.00

10.04

11.00
11.02

12.00
12.03

13.00
13.00

14.00
14.00

15.00
15.00

20
50

90
50

30
50

70
50

60
50

20
50

90
50

10
50

20
50

40
50

20
50

30
50

0
50

0
50

0
50

20
50

90
50

30
50

70
50

60
50

20
50

90
50

10
50

20
50

40
50

20
50

30
50

0
50

0
50

0
50

20

90

30

70

60

20

90

10

20

40

20

30

1
6

2
6

3
6

4
6

6
6

7
6

8
6

別1－17



土質ボーリング柱状図（燕BV-5）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 燕BV-5 調査位置 静岡県静岡市葵区 燕沢 北 緯 35°28′36″

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経 135°13′54″

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1290.07m

総 削 孔 長 20.00m

角
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位
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配
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種

試 錐 機 鉱研製OP-1
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深度－Ｎ値図

0 5010 20 30 40

N

値

深

度

(m)

100mmごと
の打撃回数

0

100

100

200

200

300

打
撃
ご
と
の
貫
入
量

50

回

の

貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

原

位

置

試

験

削

孔

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1285.07

1283.17

1280.07

1279.07

1278.07

5.00

6.90

10.00

11.00

12.00

玉

石

混

じ

り

砂

礫

砂

礫

粘

板

岩

粘
板
岩

粘
板
岩

暗

褐

暗

褐

暗

褐

灰

暗

灰

暗
褐
灰

0.00～0.05m、腐植質で草木根混入。
径100～300㎜の硬質砂岩、粘板岩、緑
色岩を含有する不均質ま砂礫。
玉石比率高く60%以上。礫支持(玉石支
持)。最大径350㎜。玉石岩種比率、砂
岩60%、粘板岩30%、緑色岩・礫岩が10%
ほど。
砂岩はすべて硬質だが、粘板岩は脆く
割れやすい。
砂礫は径5～50㎜。淘汰悪く不均質。径
10㎜以下は円礫が多いが、大きいもの
は角礫のみ。砂岩、粘板岩各40%ほど、
他20%ほどが緑色岩。
基質は細粒分多く細礫、粗砂混じりシ
ルト質粘性土で、黄褐色～褐灰色。基
質も極めて不均質。礫率45～60%。
3.65～4.55m：砂岩の玉石含有。

片状で褐色軟質な粘板岩礫を多く含む
砂礫。礫率50～70%。礫種は粘板岩片が
70%以上、他緑色岩、砂岩が20～30%。
礫径5～60㎜及び10～40㎜が主体も、淘
汰悪く不均質。角礫主体だが径10㎜以
下は円礫主体。基質は細礫、粗砂質で
シルト粘性土分含み不均質。

褐色風化軟質化した粘板岩。葉理に
沿って分離し、分離面の表面は褐～赤
褐色化。
60～75°ほど傾斜した葉理が発達し、
巾2～20㎜の石英脈の薄層発達。
概ねハンマーの軽打で容易に割れ、角
礫化した部分はハンマーで砕ける。
9m以浅は、風化著しく、全体に脆弱
化。一部は指圧で砕ける。
コアは概ね片状～角礫状。

10.00～11.00m棒状コア主体。

11.50～11.60m、11.80～12.00m間、数
㎜～1cm大の細角礫化。褐～赤褐色化も
著しい葉理。
11.60～11.80m：断層角礫化(粘土有)
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時代区分 地質名 細区分 土質・岩相・N値

第
四
紀

完新世

盛土・埋土 角礫主体の砂礫からなり、N値は概ね20以下の
中位に密に締まった土層。
玉石混じり砂礫からなり、N値10～30程度の緩
い～中位に密に締まった土層。

河床堆積物

(粘性土質礫層) 砂礫主体だが基質にシルトや粘土を多く混入
し、N値10前後を示すやや緩い土層。

(玉石砂礫層1) 玉石混じり砂礫からなり、N値は概ね30以下の
中位に密に締まった土層。

(玉石砂礫層2)
最大1ｍを超える玉石を多く混入する砂礫で、
N値50以上の密～非常に密に締まった土層。

更新世 段丘堆積物 標高1315ｍ前後の斜面裾の平坦面を構成する
可能性があるが、崖錐堆積物に一括した。

古第三紀～
中生代白亜紀

四万十層群
白根帯 粘板岩

粘板岩を主体として砂岩やチャートの薄層狭
在。岩片は非常に硬質だが高角度の劈開に
沿った亀裂が発達し、一部は開口性亀裂で細
粒分を挟む。
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断面図凡例

地質構成表（ツバクロ地区)
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※土質試験結果：工学的分類,細粒分含有率,(試験深度)

時代区分 地質名 細区分 土質・岩相・N値

第
四
紀

完新世

盛土・埋土 角礫主体の砂礫からなり、N値は概ね20以下の
中位に密に締まった土層。
玉石混じり砂礫からなり、N値10～30程度の緩
い～中位に密に締まった土層。

河床堆積物

(粘性土質礫層) 砂礫主体だが基質にシルトや粘土を多く混入
し、N値10前後を示すやや緩い土層。

(玉石砂礫層1) 玉石混じり砂礫からなり、N値は概ね30以下の
中位に密に締まった土層。

(玉石砂礫層2)
最大1ｍを超える玉石を多く混入する砂礫で、
N値50以上の密～非常に密に締まった土層。

更新世 段丘堆積物
標高1315ｍ前後の斜面裾の平坦面を構成する
可能性があるが、崖錐堆積物に一括した。

古第三紀～
中生代白亜紀

四万十層群
白根帯 粘板岩

粘板岩を主体として砂岩やチャートの薄層狭
在。岩片は非常に硬質だが高角度の劈開に
沿った亀裂が発達し、一部は開口性亀裂で細
粒分を挟む。

記号
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地質構成表（ツバクロ地区)

断面位置図(S=1:4,000)

D-D'地質断面図(S=1:1,000)

E-E'地質断面図(S=1:1,000)

F-F'地質断面図(S=1:1,000)

崖錐・沖積錐堆積物
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い～中位に密に締まった土層。

河床堆積物

(粘性土質礫層) 砂礫主体だが基質にシルトや粘土を多く混入
し、N値10前後を示すやや緩い土層。

(玉石砂礫層1) 玉石混じり砂礫からなり、N値は概ね30以下の
中位に密に締まった土層。

(玉石砂礫層2)
最大1ｍを超える玉石を多く混入する砂礫で、
N値50以上の密～非常に密に締まった土層。

更新世 段丘堆積物 標高1315ｍ前後の斜面裾の平坦面を構成する
可能性があるが、崖錐堆積物に一括した。

古第三紀～
中生代白亜紀

四万十層群
白根帯 粘板岩

粘板岩を主体として砂岩やチャートの薄層狭
在。岩片は非常に硬質だが高角度の劈開に
沿った亀裂が発達し、一部は開口性亀裂で細
粒分を挟む。

記号

bs

dt

rd-gm

rd-g1

rd-g2

tr

CSSsl

地質構成表（ツバクロ地区)

断面位置図(S=1:4,000)

G-G'地質断面図(S=1:1,000)

H-H'地質断面図(S=1:1,000)

崖錐・沖積錐堆積物
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ボーリ ング柱状図（Ｈ２５虎 杖）

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 Ｈ２５虎 杖 調 査 位 置 静 岡 市 葵 区 内 北 緯 3 5 ﾟ 2 6 ' 2 3 . 6 "

東 経 1 3 8 ﾟ 1 3 ' 9 . 8 3 "発 注 機 関 調査期間 平成 25年 10月 19日 ～ 25年 10月 23日

調 査 業 者 名 主 任 技 師

現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリング

責 任 者

孔 口 標 高

1193.3m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 

上

下

0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90ﾟ 

水平0ﾟ 

鉛

直

0ﾟ 

使

用

機

種

試 錐 機 D 0 - D

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製 Ｎ Ｆ Ｄ ９ ０ ポ ン プ B G - 3 C総 掘 進 長  20.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

標

高

(m)

1191.00

1185.80

1185.30

1179.65

1175.80

1173.30

深

度

(m)

2.30

7.50

8.00

13.65

17.50

20.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

φ10～20㎜の角礫主体。

礫は粘板岩主体。

φ50～150㎜の砂岩角礫も混入。

埋土 ・

玉石混

じ り 砂

礫

褐

（沖積崖錐堆積物）

GL.-2.30～-2.50m間、赤褐色の礫混じり

粘性土。木片混入。

GL.-2.50～-7.50m間、φ40～330㎜の角礫

主体。

最大礫はφ520㎜。

礫はφ30㎜以下が粘板岩主体。φ30㎜以

上が砂岩主体。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

褐

灰

φ5～10㎜の粘板岩角礫が混入する礫混じ

り粘性土。

礫混じ

り 粘性

土

暗

灰

φ10～30㎜の亜円礫主体。

最大礫はφ80mm。礫は砂岩主体。

GL.-13.25～-13.45m間、暗灰色の粘土混

じり粗砂挟在。

φ5㎜程度の粘板岩礫混入。

砂

礫

暗

褐

灰

φ100～360㎜の角礫主体。

礫は砂岩主体。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

φ10～30㎜の角礫主体。

最大礫はφ90㎜。

礫は砂岩と粘板岩から成る。

礫間は褐色の粘土混じり砂が充填。

砂

礫

暗

褐

灰

コア採取率

 ( % ) 

最大コア長

 cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

 [ % ] 

0 50 100

岩

級

区

分

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

(    ルジオン  標準貫入  ) 試  験

(

N

)

値

50

29

9

31

45

50

3

50

2

50

5

50

47

37

38

23

50

10

50

2

48

50

10

50

4

38

26

39

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図

［］: ルジオン値

（）: 換算ルジオン値

《》: 限界圧力

 N 値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.44

(10,15,25/9)

2.15

2.45

(5,2,2)

3.15

3.45

(10,11,10)

4.15

4.45

(16,14,15)

5.00

5.03

(50/3)

6.00

6.02

(50/2)

7.15

7.20

(50/5)

8.15

8.45

(16,18,16)

9.15

9.45

(15,15,17)

10.15

10.45

(12,12,13)

11.15

11.45

(11,17,10)

12.15

12.45

(10,6,7)

13.15

13.25

(50)

14.00

14.02

(50/2)

15.15

15.45

(17,15,16)

16.15

16.25

(50)

17.00

17.04

(50/4)

18.15

18.45

(11,13,14)

19.15

19.45

(9,8,9)

20.15

20.45

(13,13,13)

原

位

置

試

験

(
)

室

内

試

験

(
)

1.15

1.44

含水、粒度

4.15

4.35

含水、粒度

11.15

11.45

含水、粒度

16.15

16.25

含水、粒度

19.15

19.45

含水、粒度

掘  進  状  況

掘

進

月

日

10

19

10

20

10

21

10

22

10

23

掘

進

速

度

(

cm

／

時

)

孔

径

(mm)

／

孔

壁

保

護

コ

ア

チ

ュー

ブ

／

ビ

ッ

ト

給

圧

(

MPa

)

回

転

数

(

rpm

)

送

水

圧

(

MPa

)

送

水

量

(

l

／

分

)

排

水

量

(

l

／

分

)
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土質ボーリング柱状図（下BV-1）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 下BV-1 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1194.68m

総 削 孔 長 35.00m

角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機 鉱研OP-1

エンジン ヤンマーNFAD13 ポ ン プ MS75390°

0° 水平

鉛
直

0°

90°上
下

180° 北

180°

0°

90°270°

東

南

西

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

現

場

土

質

名

模

様

現

場

土

質

名

地
盤
材
料
の
工
学
的
分
類

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

地

質

時

代

名

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

標 準 貫 入 試 験

P波試験 (m/s)
0 3000500 1000 1500 2000 2500

S波試験 (m/s)
0 3000500 1000 1500 2000 2500

深度－Ｎ値図

0 5010 20 30 40

N

値

深

度

(m)

100mmごと
の打撃回数

0

100

100

200

200

300

打
撃
ご
と
の
貫
入
量

50

回

の

貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

原

位

置

試

験

削

孔

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

直径10cm以上の玉石を含む不均質な砂
礫。  
玉石は直径10.0～20.00㎝を1mに1～2個
含有したのを主体とし、最大直径は
35.0㎝となる。 
礫率は全体の30%。 礫種は砂岩70%、粘
板岩20%、緑色岩チャート10%。  
0.30～6.40m：厚さ20cm前後の砂岩質の
玉石が主体だが、砂礫は小さいものが
多く、最大直径7cmとなる。  
4.45～4.55m、4.80～4.90m：緑色岩の
玉石が混入、硬質。  

7.80～12.00m：砂礫はφ0.5～3.0㎝の
角礫が主体。直径1.0㎝以下は亜角礫。 
礫率は全体の70～80%。 礫種は粘板岩
50%、砂岩40%、チャート10%。 基質は
細礫粗砂混じり砂質粘板岩。 礫径8.0
㎝以下と全体的に粘板岩質の砂礫が主
体。 礫径は直径1.0～3.0㎝が全体で、
最大直径5.0㎝。

10.28～18.90m：破砕された粘板岩の砂
礫が主体。
直径7～9cmの玉石が1mに2～3個含有。

20.60～24.70m：玉石の亀裂沿いに石灰
岩が充填。

22.40～29.50m：全体的に破砕が弱く、
直径25.0～28.0㎝の玉石が主体。礫率
は80%。

23.30～23.45m：チャートの玉石混入。
硬質。

06/02
0.30

06/04
4.45

06/06
4.95

06/06
3.05

06/07
5.15

06/07
6.25

06/08
9.50

06/08
6.30

06/09
9.20

06/10
15.40

06/10
7.65

06/11
18.70

06/11
10.70

06/13
17.30

06/13
9.65

06/14
17.00

06/14
10.60

06/15
17.70

06/15
11.85

06/16
18.55

06/16
11.20

06/17
17.30

06/17
17.15

15

24

35

79

188

33

31

35

38

115

79

42

48

65

60

32

48

33

83

36

188

107

1500

188

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.34

5.00

5.08

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.28

11.15

11.34

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.38

15.15

15.40

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.33

20.15

20.45

21.00

21.08

22.15

22.29

23.00
23.01

24.00

4

6

8

20

80
50

9

7

9

11

24

20

10

11

9

13

8

13

8

14

10

80
50

21

10
50

80
50

6

8

12

90
30

13

13

13

13

30
26

90
30

11

17

17

17

11

17

9

80
36

12

40
29

5

10

15

11

11

13

14

21

20

30
24

50
20

13

18

16

14

300
15

300
24

300
35

190
50

80
50

300
33

300
31

300
35

300
38

130
50

190
50

300
42

300
48

230
50

250
50

300
32

300
48

300
33

180
50

300
36

80
50

140
50

10
50

80
50

190

80

130

190

230

250

180

80

140

10

80

2.00

3.50

6.00

7.50

下
BV-1
-1

下
BV-1
-2

－

－

密度・含水・粒度

密度・含水・粒度

2
6

3
6

4
6

6
6

7
6

8
6

9
6

10
6

11
6
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23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

1164.88

1162.08

1159.68

29.80

32.60

35.00

粘

板

岩

粘

板

岩

黒

灰

は80%。

23.30～23.45m：チャートの玉石混入。
硬質。

24.80～25.00m：緑色岩の玉石混入。軟
質。

葉理の発達した粘板岩。傾斜60～70°
の葉理面が発達。コア形状は片状～短
棒状で、一部角礫化。  
29.8～30.5：破砕され角礫化。軟質
30.11～30.7m、31.05～31.5m：褐色風
化が認められる。  
32.1～32.15m、32.4～32.45m：破砕さ
れ角礫化。軟質。

32.60～35.00m：葉理面に沿って石英脈
発達。硬質。厚さは0.5～2.0㎝。
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土質ボーリング柱状図（下BV-2）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 下BV-2 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1194.72m
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暗

灰
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灰

暗

灰

直径10cm以上の玉石を含む不均質な砂
礫。
玉石は直径8.0～30.0㎝を1mに2～3個含
有したのを主体とし、最大直径は40.5
㎝となる。
礫率は全体の40～50%。
礫種は、砂岩60%、粘板岩30%、緑色
岩、チャート10%。

砂礫は直径0.50～3.00㎝の角礫が主
体。直径1.0㎝以下は亜角礫。
礫率は全体の40%。
礫種は粘板岩50%、砂岩40%、チャート
10%。
基質は細礫粗砂混じり砂質粘板岩。

8.00～10.00m間は玉石の少ない砂礫。 
礫率は70%前後。 礫種は、砂岩60%、粘
板岩30%、緑色岩、チャート10%。基質
は細礫粗砂混じり砂質粘板岩。 

13.70～13.90m：玉石、砂礫どちらも褐
色風化が認められる。
玉石は岩芯まで風化が認められる。

15.55m：厚さ1.0㎝のチャート層が混
入。

19.90～20.00m：砂岩質の玉石の岩芯に
褐色風化が認められる。

20.43～29.80m：玉石の直径は15.00～
30.00㎝で、最大40.0㎝。
礫種は砂岩80%、粘板岩、チャート
20%。
砂礫の直径は2.0～5.0㎝。

22.80～22.90m：チャートの玉石。硬質
で、ハンマーで叩くと金属音が出る。
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22.80～22.90m：チャ トの玉石。硬質
で、ハンマーで叩くと金属音が出る。

23.95～29.00m、25.90～25.95m：玉石
の亀裂に沿って方解石が注入。

27.40～27.50m：チャートの玉石。硬質
で、ハンマーで叩くと金属音が出る。

29.09～29.25m：流木片混入。

29.25～29.40m：砂混入。

30.20～30.30m：チャートの玉石。硬質
でハンマーで叩くと金属音が出る。

風化褐色示す角礫状コア。

傾斜70～80°の葉理発達。硬質。

風化褐色示す角礫状コア。

短柱状コア主体。硬質。

風化褐色示す角礫状コア。

傾斜80°の葉理面に沿って細粒砂岩層
発達。コアは硬質で短棒状。

短柱状コア主体。硬質。

34.70～35.40m：コア一部角礫化してい
るが硬質。
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土質ボーリング柱状図（下BV-3）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 下BV-3 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1194.75m

総 削 孔 長 38.00m
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地
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勾
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用
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褐

径0.5～30㎜の亜円～亜角礫を含む不均
質な砂礫。基質は砂質シルト。
0.35m付近に靴底ゴム混入。

不規則に玉石が混入する玉石混じり砂
礫。
0.40～24.80m間は玉石径、含有率とも
に低く、24.80～33.20m間は玉石径、含
有率とともに高い。
33.20～34.25m間は、強風化した粘板岩
塊のみで構成される。
砂礫は、径10～50㎜の砂岩、粘板岩、
亜角～亜円礫主体で、基質は淘汰の悪
い砂質シルトで、一部黄褐色、砂に富
む部分も存在する。

0.40～4.45m間は、径70～150㎜の硬質
細粒～中粒砂岩、玉石を含む。
基質が黄褐色の部分が多く、含水率高
く緩い。
礫は径5～30㎜主体。礫種、砂岩60%、
粘板岩40%ほど。
基質は淘汰悪く不均質だが、砂分少な
くシルトに富む部分の黄褐色化が強
い。

4.45～24.80m間、玉石含有率やや低
く、粘板岩角礫に富む玉石混じり砂
礫。
玉石径もやや小さく、径150㎜以下。含
有率も低く、深度1～2mに1～2個程度
で、ほとんどが硬質な細粒～中粒砂岩
で構成。
一方砂礫中の礫は、径5～30㎜大の粘板
岩亜角礫主体(60%)で、他に砂岩30%、
チャート他が5～10%。不均質で礫率高
く、45～60%程度。
基質は淘汰の悪い粗砂、細礫混じり砂
質シルト。

5.45～5.65m、12.30～12.45m、12.75～
12.85m、16.80～16.90m、21.75～
21.85m、23.55～23.65mは、硬質な砂岩
玉石。
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24.80～33.20m、玉石径、含有率ともに
高い玉石混じり砂礫。
径100～600㎜の硬質砂岩玉石を深度1m
に1～2個程含有する。
砂礫は不均質で淘汰が悪く、礫径10～
50㎜大の亜角～亜円礫主体。
礫種は砂岩主体で60%前後、粘板岩が20
～30%、他にチャート、緑色岩が10%前
後。
基質は、粗砂、細礫を含む淘汰の悪い
砂質シルトだが、局所的に黄褐色の細
砂が発達する部分も存在する。
上位の粘板岩礫に富む砂礫に比べ、粗
粒分(細礫・粗砂)が多く粒子間の密隙
が広い。

31.90～32.00m間、径600㎜の砂岩玉石
の直下に層状の黄褐色細砂堆積。
玉石直下幅25㎜が細礫混じり中～粗砂
以下幅90㎜が層状の黄褐色シルト質細
砂。

玉石24.80～25.00m、25.70～26.00m、
中粒砂岩。
26.15～26.40m、粘板岩細礫混じり中粒
砂岩。
27.45～27.70m、29.20～29.30m、29.80
～30.10m、粘板岩細礫混じり中粒砂
岩。
30.30～30.60m、31.30～31.90m、32.00
～32.10m、粘板岩細礫混じり中粒砂
岩。
32.45～32.60m、緑色岩質砂岩。

32.8～34.2m間は、粘土化した高角度の
粘板岩破砕構造を残す強風化部。
非常に脆く指圧により葉理で分離し、
厚さ1cm前後に片状化～角礫化。
32.8～32.9m、石英脈卓越砂岩挟在。

鉛直方向の葉理の発達した粘板岩。コ
アは棒状～短棒状主体。
34.95～35.15m、37.50～37.90m間は細
礫状コア。

05/23
23.90

23.50

05/24
24.50
05/25
24.50

05/25
27.70

05/26
27.50
05/27
27.50

05/28
25.00
05/30
25.40

05/31
25.00

63

58

68

115

83

500

83

188

500

500

60

100

375

214

500

23.15

23.39

24.15

24.41

25.15

25.37

26.00

26.13

27.00

27.18

28.00
28.03

29.00

29.18

30.00
30.00

31.00

31.08

32.00
32.03

33.00
33.03

34.00

34.25

35.00

35.15

36.00

36.04

37.00

37.07

38.00
38.03

15

13

15

20

21

30
50

22

貫入不能

80
50

30
50

30
50

15

22

40
50

70
50

30
50

21

16

24

30
30

80
29

80
28

18

50
28

40
14

60
21

20
11

50
17

240
50

260
50

220
50

130
50

180
50

30
50

180
50

0
50

80
50

30
50

30
50

250
50

150
50

40
50

70
50

30
50

240

260

220

130

180

30

180

80

30

30

250

150

40

70

30

23
5

24
5

25
5

26
5

27
5

28
5

30
5

31
5
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土質ボーリング柱状図（下BV-4）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 下BV-4 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1194.69m

総 削 孔 長 36.00m

角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機 鉱研OP-1

エンジン ヤンマーNFD13 ポ ン プ CP-5090°

0° 水平

鉛
直

0°

90°上
下

180° 北

180°

0°

90°270°

東

南

西

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

現

場

土

質

名

模

様

現

場

土

質

名

地
盤
材
料
の
工
学
的
分
類

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

地

質

時

代

名

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

標 準 貫 入 試 験

深度－Ｎ値図

0 5010 20 30 40

N

値

深

度

(m)

100mmごと
の打撃回数

0

100

100

200

200

300

打
撃
ご
と
の
貫
入
量

50

回

の

貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

原

位

置

試

験

削

孔

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

1183.69

1181.69

11.00

13.00

玉

石

混

じ

り

砂

礫

砂

礫

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

暗

灰

暗

褐

径100～900㎜の玉石を不規則に混石す
る不均質な砂礫。
岩種は概ね硬質な細～中粒砂岩だが、
一部粘板岩。
砂礫は不均質で、全体に礫率が高く、
45～60%程度。
礫径10～30㎜主体で、粘板岩の角～亜
角礫45～60%、硬質な細粒砂岩かっく礫
30～40%、他チャート緑色岩片が10%内
外となる。
基質は、不均質な粗砂、細礫混じり砂
質シルトで、一部褐色。

0.00～3.80m間、直径150㎜以下の玉石
を含む緩い砂礫。
基質は暗褐～黄褐色。やや細粒砂岩礫
の比率が高い(45%前後)。

玉石径5㎝以下で砂礫主体。礫種は粘板
岩角礫。礫分70％。 基質は暗褐色の粗
砂細礫混じり砂質シルト。

16.05～19.40m、礫径やや大きく、砂岩
比率高い玉石混じり砂礫。
礫径10～40㎜の硬質中～粗砂岩角礫主
体。
礫率50%前後、粘板岩礫は径10㎜以下の
細礫のみ。
基質は黄褐色砂質シルト。

19.40～23.70m、粘板岩亜円礫比率の高
い玉石混じり砂礫、玉石は少なく、亜
円～亜円礫が目立つ。
礫種は粘板岩主体で60%以上、細粒砂岩
30%、チャート、緑色岩10%以下。
基質は粗砂分が多く、シルト、粘性土
分減少。

05/16
0.60

05/17
3.60

05/18
4.80

05/18
5.30

05/19
7.80

05/19
6.40

05/20
8.10

05/20
13.85

05/21
13.70

05/21
9.80

05/23
11.75

05/23
13.5005/24
13.75

05/24
9.60

05/25
15.30

05/25
12.65

05/26
19.55

05/26
7.35

05/27
17.45

05/27
8.15

05/28
18.30

05/28
8.95

05/30
19.10

05/30
5.90

05/31
18.85

05/31
6.05

06/01
21.30

06/01
9.85

10

7

15

31

39

100

25

44

37

31

29

37

24

79

60

250

45

40

39

54

27

94

23

1.15

1.45

2.15

2.60

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.30

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.34

15.15

15.40

16.00

16.06

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.43

21.15

21.45

22.15

22.31

23.15

23.45

24 15

4

5

2

7

18

24

8

14

11

11

10

10

10

21

11

60
50

15

14

15

16

9

19

9

50

3

4

5

8

12

50
26

8

12

13

12

9

12

8

90
29

24

13

11

13

18

7

60
31

7

3

250
1

8

16

9

9

18

13

8

10

15

6

50
15

17

15

11

80
16

11

7

300
10

450
10

300
15

300
31

300
39

150
50

300
25

300
44

300
37

300
31

300
29

300
37

300
24

190
50

250
50

60
50

300
45

300
40

300
39

280
50

300
27

160
50

300
23

50

150

190

250

60

280

160

90

16
5

17
5

18
5

19
5
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5
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5

23
5
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5
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5
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23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

1163.84

1160.09

1158.69

30.85

34.60

36.00

礫

粘

板

岩

粘

板

岩

褐

灰

暗

灰

23.70～30.85m、玉石比率の高い玉石混
じり砂礫。
玉石最大径1450㎜で、全体の30～70%が
硬質な中～細砂岩玉石で占められる。
全体に不均質で玉石の分布も不規則。
砂礫は径10～40㎜の亜円～亜角礫で構
成され、不均質。概ね砂岩と粘板岩の
礫で、チャート、緑色岩礫を若干含有
する。
基質は淘汰の悪い粗砂細礫混じり砂質
シルトだが、局所的に粗砂主体、シル
ト主体の部分も存在する。

27.35～27.45m、基質粗砂主体。
27.60～27.80m、基質シルト主体。

玉石深度
23.70～23.80m、23.80～24.00m、細粒
～中粒砂岩。
24.25～25.70m、細粒砂岩。
26.35～27.25m、細粒～中粒砂岩。
28.40～28.60m、28.80～28.90m、29.65
～29.55m、細粒～中粒砂岩。
30.75～30.85m、粘板岩。

30.85～34.60m、強風化粘板岩。
ほぼ褐色風化した粘板岩片で構成され
る。
30.85～31.80m間は、径10～40㎜大の風
化粘板岩片からなる岩砕状で、31.80～
34.60m間は、玉石サイズの強風化粘板
岩塊で、39.40m、35.60m付近や、34.20
～34.30m、34.45～34.55m間など、角礫
土砂化する。

80～90°の葉理が発達する粘板岩。
棒状コア主体で岩片硬質。
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750

750

750

300
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750

23.15

23.45

24.15

24.24

25.00
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26.00
26.02

27.00
27.02

28.00
28.02

29.00

29.05

30.00

30.09

31.00

31.07

32.00

32.06

33.00

33.04

34.00
34.03

35.00
35.02

36.00
36.02
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50

60
50
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50

20
50

20
50
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50

90
50

70
50
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50
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50
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50
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50
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50

7 7
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ボーリ ング柱状図（Ｈ２５藤 島）

調 査 名 静 岡 県 内 地 質 調 査 ほ か ( ボ ー リ ン グ 調 査 ）

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 Ｈ２５藤 島 調 査 位 置 静 岡 市 葵 区 内 北 緯 3 5 ﾟ 2 3 ' 5 2 . 7 "

東 経 1 3 8 ﾟ 1 2 ' 2 9 . 5 4 "発 注 機 関 調査期間 平 成  2 5 年  1 1 月  5 日  ～  2 5 年  1 1 月  1 4 日

調 査 業 者 名 主 任 技 師

現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリング

責 任 者

孔 口 標 高

1046.5m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 

上

下

0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90ﾟ 

水平0ﾟ 

鉛

直

0ﾟ 

使

用

機

種

試 錐 機 D 0 - D

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製 Ｎ Ｆ Ｄ ９ ０ ポ ン プ B G - 3 C総 掘 進 長  23.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

標

高

(m)

1044.50

1042.50

1038.70

1033.50

1028.50

1023.50

深

度

(m)

2.00

4.00

7.80

13.00

18.00

23.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

φ60～70㎜の角礫主体。

礫は砂岩主体。緑色岩も混入。

埋土 ・

玉石混

じ り 砂

礫

暗

灰

均質な細粒砂。

粗粒分含まず。

埋

土

・

細

砂

暗

灰

均質なシルト。

砂分、礫分含まず。

GL.-7m付近は粘土質。

埋

土

・

シ

ル

ト

暗

灰

φ40～110㎜の角礫主体。

礫は砂岩主体。緑色岩も混入。

埋

土

・

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

φ40～50㎜の角礫主体。

最大径はφ90㎜。

礫は全て粘板岩。

埋

土

・

砂

礫

黒

灰

（河床堆積物）

φ50～180㎜の亜円礫主体。

礫は砂岩主体。

玄武岩、ひん岩、粘板岩も混入。

基質

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

コア採取率

 ( % ) 

最大コア長

 cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

 [ % ] 

0 50 100

岩

級

区

分

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

20.63

11/13

(    ルジオン  標準貫入  ) 試  験

(

N

)

値

10

12

9

3

3

3

32

3

34

21

9

38

11

50

2

50

17

50

6

40

17

11

50

12

50

2

50

25

50

2

50

4

50

0

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図

［］: ルジオン値

（）: 換算ルジオン値

《》: 限界圧力

 N 値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.45

(3,4,3)

2.15

2.45

(4,4,4)

3.15

3.45

(3,3,3)

4.15

4.45

(1,1,1)

5.15

5.45

(1,1,1)

6.15

6.47

(1/12,1,1)

7.15

7.49

(1/12,1/12,1)

8.15

8.45

(5,9,7)

9.15

9.45

(3,3,3)

10.15

10.45

(18,10,10)

11.15

11.45

(5,3,3)

12.00

12.02

(50/2)

13.15

13.32

(30,20/7)

14.15

14.21

(50/6)

15.15

15.45

(17,12,11)

16.15

16.45

(7,5,5)

17.15

17.45

(5,3,3)

18.15

18.27

(37,13/2)

19.00

19.02

(50/2)

20.15

20.40

(18,21,11/5)

21.00

21.02

(50/2)

22.00

22.04

(50/4)

23.00

23.00

(50/0)

原

位

置

試

験

(
)

室

内

試

験

(
)

1.15

1.45

含水、粒度

3.15

3.45

含水、粒度

6.15

6.47

含水、粒度

11.15

11.45

含水、粒度

16.15

16.45

含水、粒度

20.15

20.40

含水、粒度

掘  進  状  況

掘

進

月

日

11

6

11

7

11

8

11

9

11

12

11

13

掘

進

速

度

(

cm

／

時

)

孔

径

(mm)

／

孔

壁

保

護

コ

ア

チ

ュー

ブ

／

ビ

ッ

ト

給

圧

(

MPa

)

回

転

数

(

rpm

)

送

水

圧

(

MPa

)

送

水

量

(

l

／

分

)

排

水

量

(

l

／

分

)
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ボーリング柱状図（藤Ｂ Ｖ － １）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 藤Ｂ Ｖ － １ 調査位置 静 岡 市 葵 区 田 代 藤 島 北 緯 3 5 ° 2 3 ’ 5 2 . 7 ”

東 経 1 3 8 ° 1 2’ 2 7 . 4 ”発 注 機 関 調査期間 令和３  年 1月 15日 ～ 3年 1月 27日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1045.90m
角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 1 0 ポ ン プ M S 1 5 4 - A総 掘 進 長  28.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

1044.05

1043.45

1042.35
1042.10

1041.20

1036.05

1034.20

1033.45

1032.00

1031.45

1026.05

1024.58

1020.87

層

厚

(m)

  1.85

  0.60

  1.10
  0.25

  0.90

  5.15

  1.85

  0.75

  1.45

  0.55

  5.40

  1.47

  3.71

深

度

(m)

1.85

2.45

3.55
3.80

4.70

9.85

11.70

12.45

13.90

14.45

19.85

21.32

25.03

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

（盛土）
φ0.5～2㎝の角礫主体。
厚さ3～4㎝の砂岩板状角礫や粘板岩
角礫が点在。
基質は暗灰色の粗粒砂～細礫。
1.60ｍ付近：暗褐灰の腐植物あり。

盛

土

・

砂

礫

暗

灰

均質な砂質シルト。礫分は含まず。
ペネ試料は固い。

盛土・
砂質シ
ルト

灰

φ0.5～2㎝の角礫主体。礫は粘板
岩＞砂岩。
φ5～7㎝の角礫も点在。
基質は暗灰色の粗粒砂～細礫。

盛土・
砂礫

暗

灰

均質な砂質シルト。礫分は含まず。
固い。

盛土・
砂質シ
ルト

灰

（崖錐堆積物）
φ1～5㎝の角礫主体。
基質は褐色の粘性土まじり細角礫。

砂

礫
暗褐
灰

φ1～3㎝の角礫主体で、φ7～11㎝
の巨礫が多い。
礫は粘板岩＞砂岩。巨礫の多くは砂
岩。
基質は褐色の粘性土まじり細角礫。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

φ1～5㎝の角礫主体。礫は粘板岩＞
砂岩。
砂岩礫は硬質だが表面が褐色に風
化。
基質は褐色の粘性土まじり細角礫。

砂

礫

暗

褐

灰

φ1㎝前後の角礫を含む粘性土まじ
り粗粒砂で不均質。
礫は粘板岩＞砂岩。砂岩礫は表面が
褐色に風化。

礫

質

砂

褐

灰

φ7～12㎝の巨礫（角礫）を含む砂
礫。
礫は粘板岩＞砂岩。
基質は褐色の粘性土まじり細角礫。

玉石混
じり砂
礫

暗

褐

灰

φ1～4㎝の角礫主体。
基質は褐色の粘性土まじり細角礫。

砂礫 暗褐
灰

φ7～11㎝（max20cm)の巨礫（角礫）
を含む砂礫。
礫は粘板岩>>砂岩。巨礫の大半は砂
岩で硬質。
基質は褐色の粘性土混じり細角礫。

Ｎ>50は巨礫による反発。

19.50～19.65ｍ：基質に褐色粘土が
多く含まれる。

φ7～11㎝（max20cm)の巨礫（角礫）
を含む砂礫。
礫は粘板岩>>砂岩。巨礫の大半は砂
岩で硬質。
基質は褐色の粘性土混じり細角礫。

Ｎ>50は巨礫による反発。

19.50～19.65ｍ：基質に褐色粘土が
多く含まれる。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

均一粒径の細粒砂で、細粒分は含ま
ない。
塊状。

砂
灰

褐

φ2～5㎝の角礫を多く含む砂礫。
礫は砂岩>粘板岩。
基質は細礫～極粗粒砂。

砂

礫

暗

褐

灰

（基盤岩）砂質粘板岩
厚さ0.5～8㎝の細粒砂岩が層状～レ
ンズ状に挟在し、互層状をなす。
層理面傾斜60°。未風化新鮮で硬
質。
25.03～26.00ｍ：CL級岩盤。
26.00～28.00ｍ：CM級岩盤。

粘

板

岩

暗

灰

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

11.60
1/21

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.34

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.32

22.15

22.45

23.15

23.45

24.15

24.45

25.00

25.03

26.00

26.01

27.00

27.00

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

1

1

1

1

2

3

6

2

4

3

5

3

6

7

6

5

10

7

5

12

9

8

6

50

3

50

1

50

10

～

20

1

1

2

1

2

2

4

2

7

3

4

4

5

5

4

44

9

7

10

9

6

38

7

9

6

5

20

～

30

2

1

1

2

4

2

4

2

5

3

4

10

5

8

5

6

9

8

9

10

6

6

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

4

30

3

30

4

30

4

30

7

30

6

30

11

30

10

30

14

30

10

30

11

30

19

30

13

30

19

30

16

30

50

19

18

30

29

30

24

30

20

30

50

17

28

30

20

30

17

30
50

3

50

1

50

0貫入不能

50

N 値

0 10 20 30 40 50 60

4

3

4

4

7

6

11

10

14

10

11

19

13

19

16

79

18

29

24

20

88

28

20

17

500

1500

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

3.60

3.75

7.15

7.45

24.15

24.45

試

料

番

号

BV-1

BV-1

BV-1

採

取

方

法

○S

○S

○S

室
内
試
験

(
)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
沈降)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

掘

進

月

日

1

18

1

19

1

20

1

21

1

22

1

26

1
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27

28
1017.90   2.97 28.00

層理面傾斜60 。未風化新鮮で硬
質。
25.03～26.00ｍ：CL級岩盤。
26.00～28.00ｍ：CM級岩盤。

板

岩
灰

27.00

27.00

28.00

28.02

50

2

0貫入不能

50

2
750

1

27

別1－33



ボーリング柱状図（藤Ｂ Ｖ － ２）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 藤Ｂ Ｖ － ２ 調査位置 静 岡 市 葵 区 田 代 藤 島 北 緯 3 5 ° 2 3 ’ 5 1 . 0 ”

東 経 1 3 8 ° 1 2’ 2 7 . 8 ”発 注 機 関 調査期間 令和 3年 1月  3 0日  ～ 3年  2月  1 3日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1046.1m
角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 1 0 ポ ン プ M S 1 5 4 - A総 掘 進 長  39.80m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

1044.20

1037.80

1036.65

1029.70

1029.10

1028.10

1023.90

1023.10

層

厚

(m)

  1.90

  6.40

  1.15

  6.95

  0.60

  1.00

  4.20

  0.80

深

度

(m)

1.90

8.30

9.45

16.40

17.00

18.00

22.20

23.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

（盛土）
φ1～3㎝（max10cm)の角礫を含む砂
礫。
礫は砂岩，粘板岩。
基質は細礫混じり極粗粒砂。

盛

土

・

砂

礫

黒

灰

φ7～10㎝（max19cm)の角礫を含む
砂礫。
礫は砂岩、粘板岩。
基質はφ1㎝以下の角礫を多く含む
極粗粒砂。
2.60～4.75m：基質は暗褐色の粘性
土分が含まれ、全体に暗褐灰色をな
す。

6.50～8.30m：礫表面が褐色をなし、
暗褐灰の粘性土分も含まれ、
全体に暗褐灰色をなす。

φ7～10㎝（max19cm)の角礫を含む
砂礫。
礫は砂岩、粘板岩。
基質はφ1㎝以下の角礫を多く含む
極粗粒砂。
2.60～4.75m：基質は暗褐色の粘性
土分が含まれ、全体に暗褐灰色をな
す。

6.50～8.30m：礫表面が褐色をなし、
暗褐灰の粘性土分も含まれ、
全体に暗褐灰色をなす。

盛

土

・

玉

石

混

じ

り

砂

礫

黒

灰～
（

暗

褐

灰）
φ2～7㎝の角礫を含む砂礫。
礫表面が褐色をなし、暗褐色の粘性
土分も含まれる。

盛土・
砂礫

暗

褐

灰

φ7～15㎝の角礫を多く含む砂礫。
礫は砂岩、粘板岩。
基質はφ2㎝以下の角礫を多く含む
極粗粒砂。
9.45～10.00m：基質に暗褐色の粘性
土分が含まれる。

13.70～16.40m：基質に暗褐色の粘
性土分が含まれ、全体に暗褐灰色を
なす。

φ7～15㎝の角礫を多く含む砂礫。
礫は砂岩、粘板岩。
基質はφ2㎝以下の角礫を多く含む
極粗粒砂。
9.45～10.00m：基質に暗褐色の粘性
土分が含まれる。

13.70～16.40m：基質に暗褐色の粘
性土分が含まれ、全体に暗褐灰色を
なす。

盛

土

・

玉

石

混

じ

り

砂

礫

黒

灰～

暗

褐

灰

（河床堆積物）
細粒砂。細粒分含まず。木片混入。
16.60～16.70m：水平葉理の発達し
たシルト層挟在。

砂
灰

褐

φ0.5～1㎝の礫を多く含む極粗粒
砂。
細粒砂を含まない。
礫表面は円摩されている。

礫

質

砂

暗

灰

φ5～10㎝（max20cm)の円礫を多く
含む砂礫。
礫は砂岩>>粘板岩。
基質はφ1㎝以下の細礫主体。赤色
チャート礫も点在。
20.55～20.60m：基質は粘性土分を
含まない細粒砂。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

φ1～3㎝の円礫を多く含む砂礫。
基質はφ0.5㎝以下の細礫主体。

砂

礫

暗

灰

φ5～15㎝（max22cm）の円～亜角礫
を多く含む砂礫。
礫は砂岩>>粘板岩。
緑色岩や紫赤色玄武岩も点在。礫の
一部は表面が褐色をなす。
基質はφ1cm以下の細礫主体。

玉

石

混

じ

り

砂

暗

灰

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

22.10
2/13

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.25

7.15

7.25

8.15

8.19

9.15

9.45

10.15

10.20

11.15

11.45

12.10

12.12

13.00

13.05

14.15

14.45

15.00

15.03

16.15

16.24

17.05

17.09

18.00

18.02

19.05

19.10

20.10

20.15

21.00

21.08

22.05

22.10

23.00

23.03

24.15

24.30

25.05

25.06

26.10

26.10

27.05

27.10

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

2

1

5

3

4

50

50

50

4

5

50

5

10

50

2

50

5

5

50

3

50

9

50

4

50

2

50

5

50

5

50

8

50

5

50

3

23

50

1

50

5

50

10

～

20

1

1

4

3

3

7

5

5

27

5

20

～

30

2

2

3

3

4

8

11

4

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

5

30

4

30

12

30

9

30

11

30

50

10

50

10

50

4

20

30

50

5

26

30

50

2

50

5

14

30
50

3

50

9

50

4

50

2

50

5

50

5

50

8

50

5

50

3

50

15

50

1

50

0貫入不能

50

5

50

N 値

0 10 20 30 40 50 60

5

4

12

9

11

150

150

375

20

300

26

750

300

14

500

167

375

750

300

300

188

300

500

100

1500

300

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

4.15

4.45

24.15

24.35

試

料

番

号

BV-2

BV-2

採

取

方

法

○S

○S

室
内
試
験

(
)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

掘

進

月

日

1

30

2

1

2

2

2

3

2

4

2

5

2

9

2
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27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

1015.60

1012.30

1010.55

1009.70

1007.80

1006.30

  7.50

  3.30

  1.75

  0.85

  1.90

  1.50

30.50

33.80

35.55

36.40

38.30

39.80

礫は砂岩>>粘板岩。
緑色岩や紫赤色玄武岩も点在。礫の
一部は表面が褐色をなす。
基質はφ1cm以下の細礫主体。

じ

り

砂

礫

暗

灰

φ5㎝以下の亜円礫を含む砂礫。
礫は砂岩、粘板岩。緑色岩も点在。
基質は1㎝以下の細礫主体。
灰褐色の粘性土分をわずかに含む。

33.10～33.80m：礫間を黄褐色の粘
土（流入粘土）が充填し、
全体に暗灰褐色をなす。

φ5㎝以下の亜円礫を含む砂礫。
礫は砂岩、粘板岩。緑色岩も点在。
基質は1㎝以下の細礫主体。
灰褐色の粘性土分をわずかに含む。

33.10～33.80m：礫間を黄褐色の粘
土（流入粘土）が充填し、
全体に暗灰褐色をなす。

砂

礫

暗

褐

灰～
（

暗

灰

褐）

φ7～10㎝（max14cm）の亜円～亜角
礫を多く含む砂礫。
礫は砂岩>>粘板岩。
基質は0.5～1㎝の細礫からなり、砂
分は含まない。
礫間を黄褐色の粘土が充填。流入粘
土と思われる。

玉石混
じり砂
礫

暗

灰

褐

粗粒砂。所々厚さ1㎝以下の細粒砂
～極細粒砂（褐色）が水平に分布
し、層状構造が認められる。

砂
暗

灰

φ1～4㎝（max7cm）の亜角礫主体の
砂礫。礫は砂岩>>粘板岩。
基質はφ1㎝以下の細礫からなり、
一部黄褐色の粘性土分を含む。

砂

礫

暗

褐

灰

φ7～10㎝（max13cm）の円礫を多く
含む砂礫。礫は砂岩、粘板岩。
基質はφ1㎝以下の細礫を多く含む
粗～中粒砂で灰褐色を示す。
38.30～38.50m：木片混入。炭化せ
ず、生木状。

玉石混
じり砂
礫

暗

褐

灰

27.05

27.10

28.05

28.08

29.05

29.08

30.00

30.00

31.00

31.07

32.00

32.03

33.10

33.13

34.00

34.03

35.00

35.04

36.05

36.09

37.00

37.01

38.05

38.10

39.05

39.08

50

5

50

3

50

3

50

7

50

3

50

3

50

3

50

4

50

4

50

1

50

5

50

3

50

5

50

3

50

3

50

0貫入不能

50

7

50

3

50

3

50

3

50

4

50

4

50

1

50

5

50

3

300

500

500

214

500

500

500

375

375

1500

300

500

2

10

2

11

2

12

2

13
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ボーリング柱状図（藤Ｂ Ｖ － ３）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 藤Ｂ Ｖ － ３ 調査位置 静 岡 市 葵 区 田 代 藤 島 北 緯 3 5 ° 2 3 ’ 5 4 . 5 ”

東 経 1 3 8 ° 1 2’ 2 9 . 8 ”発 注 機 関 調査期間 令和 3年 2月  1 8日  ～ 3年  2月  2 5日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1046.5m
角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 1 0 ポ ン プ M S 1 5 4 - A総 掘 進 長  21.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

標

高

(m)

1046.05

1045.50

1040.75

1036.50

1035.50

1034.10

1031.80

1030.35

1029.00

1025.50

層

厚

(m)

  0.45

  0.55

  4.75

  4.25

  1.00

  1.40

  2.30

  1.45

  1.35

  3.50

深

度

(m)

0.45

1.00

5.75

10.00

11.00

12.40

14.70

16.15

17.50

21.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

（盛土）0.00～0.20mは褐灰色の礫
混じり細砂。

盛土・
砂礫 暗灰

極細粒砂。礫含まず。盛土・
砂

灰

固結したシルト。塊状で、上位の砂
層から漸移。
3ｍ付近より下位はφ0.5㎜程度の角
礫が混入。

5.25～5.40ｍ：φ10㎝の角礫を含む
砂礫が挟在。
5.40～5.75ｍ：塊状のシルトだが上
位より軟質。

固結したシルト。塊状で、上位の砂
層から漸移。
3ｍ付近より下位はφ0.5㎜程度の角
礫が混入。

5.25～5.40ｍ：φ10㎝の角礫を含む
砂礫が挟在。
5.40～5.75ｍ：塊状のシルトだが上
位より軟質。

盛

土

・

シ

ル

ト

灰

φ7～10㎝（max15cm）の角礫を多く
含む砂礫。
礫は粘板岩>砂岩。
基質はφ1cm以下の細角礫主体。細
粒分はほとんど含まない。
8.35～10.00ｍ：基質に灰褐色の砂
～粘性土分が多く含まれる。

盛

土

・

玉

石

混

じ

り

砂

礫

黒

灰～
（

暗

褐

灰）

（河床堆積物）
φ2～5㎝の円～亜円礫を多く含む砂
礫。
基質は細礫混じりの粗粒砂。

砂

礫

暗

褐

灰

φ6～10㎝（max30cm）の円～亜円礫
を含む砂礫。礫は砂岩。
基質はφ1cm以下の細礫混じり粗粒
砂。

玉石混
じり砂
礫

暗

褐

灰

φ3～7㎝の亜円～亜角礫を多く含む
砂礫。
礫は砂岩>>粘板岩。
基質は灰褐色の砂質細礫。
基底に厚さ5㎝の灰褐色極細粒砂が
分布。

砂

礫

暗

褐

灰～

暗

灰

褐

（崖錐堆積物）
φ2～5㎝（max15cm）の角礫を含む
砂礫。
礫は砂岩>粘板岩。
基質は細礫混じりのシルト質中粒砂
で灰褐色をなす。

砂

礫

暗

灰

褐

φ7～10㎝の粘板岩角礫を含む砂礫。
砂岩礫は点在。
基底部（17.25～17.40ｍ）は基質が
赤褐色に変色。

玉石混
じり砂
礫

暗

灰

褐

（基盤岩）
砂質葉理の発達した砂質粘板岩。
葉理面傾斜は60～70°で上方細粒化
の傾向を示す。
17.50～19.90m：割れ目沿いが褐色
に風化しておりCL級岩盤相当。
19.90～21.00m：割れ目沿いの一部
が褐色に風化する短棒状コアで、
CM級岩盤相当。

粘

板

岩

暗

灰～
（

暗

褐

灰）

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

20.15
2/26

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

4.15

4.45

5.15

5.25

6.15

6.30

7.15

7.45

8.15

8.20

9.15

9.45

10.10

10.10

11.05

11.15

12.00

12.03

13.15

13.45

14.15

14.30

15.15

15.22

16.15

16.15

17.15

17.20

18.00

18.01

19.00

19.00

20.00

20.00

21.00

21.00

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

1

50

2

3

50

5

3

50

50

3

6

12

50

7

50

5

50

1

10

～

20

1

2

48

5

3

3

8

38

5

20

～

30

1

1

5

4

13

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

3

30

4

30

50

10

50

15

11

30

50

5

10

30
50

0貫入不能

50

10

50

3

27

30

50

15

50

7

50

0貫入不能

50

5

50

1

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

N 値

0 10 20 30 40 50 60

3

4

150

100

11

300

10

150

500

27

100

214

300

1500

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

2.10

3.00
3.00

4.00

7.15

7.45

13.15

13.45

試

料

番

号

BV-3

BV-3

BV-3

Bv-3

採

取

方

法

○T

○T

○S

○S

室
内
試
験

(
)

三軸（
ＣＵ－
）

土粒子
密度、
含水、
粒度(
沈降)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

掘

進

月

日

2

18

2

19

2

23

2

24

2

25

別1－36



ボーリング柱状図（藤Ｂ Ｖ － ４）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 藤Ｂ Ｖ － ４ 調査位置 静 岡 市 葵 区 田 代 藤 島 北 緯 3 5 ° 2 3 ’ 5 2 . 0 ”

東 経 1 3 8 ° 1 2’ 2 9 . 1 ”発 注 機 関 調査期間 令和 3年 3月  1 2日  ～ 3年  3月  2 4日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1045.6m
角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 1 0 ポ ン プ M S 1 5 4 - A総 掘 進 長  46.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

1042.80

1041.65

1040.65

1039.20

1038.60

1031.90

1029.60

1028.35

1027.80

1021.05

1019.90

層

厚

(m)

  2.80

  1.15

  1.00

  1.45

  0.60

  6.70

  2.30

  1.25

  0.55

  6.75

  1.15

深

度

(m)

2.80

3.95

4.95

6.40

7.00

13.70

16.00

17.25

17.80

24.55

25.70

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

（盛土）
φ1～5㎝の角礫主体。礫は粘板岩>
砂岩。
基質はφ5㎜以下で極粗粒砂～細礫。
細粒分含まず。
0.85m：プラスチック片混入。
1.55m以深：基質中に細粒分含まれ
る。

盛

土

・

砂

礫

黒

灰

φ7～15㎝の角礫主体。角礫は多く
が砂岩。
木片、発泡スチロール片混入。
基質は細礫質砂質土。礫は大半が粘
板岩。

盛土・
玉石混
じり砂
礫

暗

灰

細粒砂。φ1～2㎝の角礫混入。
均質な細粒砂。細粒分含まず。

盛土・
砂 灰

均質なシルト。φ1㎜以下の角礫点
在。

盛土・
シルト 灰

極細粒砂。均質だが下端部10㎝はシ
ルトに漸移。

盛土・
砂 灰

φ10～20㎝（max25cm）の角礫を多
く含む砂礫。
礫は砂岩>>粘板岩・緑色岩。
基質はφ1～3㎝の角礫主体の砂礫。

盛

土

・

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

φ1～5㎝（max10cm)の角礫主体。礫
の大半が粘板岩。
基質はφ1㎝以下の角礫～極粗粒砂。
細粒分含まず。

盛

土

・

砂

礫

黒

灰

φ7～10㎝（max18cm)の角礫を多く
含む砂礫。
礫の大半が粘板岩。
基質はφ10㎝以下の角礫～極粗粒
砂。細粒分含まず。

盛土・
玉石混
じり砂
礫

黒

灰

（河床堆積物）
中粒砂～粗粒砂。弱い成層構造あ
り。上方細粒化。

砂
暗褐
灰

φ10～15㎝（max20cm)の円礫主体。
礫は砂岩>>粘板岩、緑色岩。
基質はφ1㎝以下の細礫～粗粒砂。
赤色細礫も混入。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

φ1～4㎝の亜円～亜角礫を含む砂
礫。
基質は極粗粒砂で弱い成層構造が認
められる。

砂

礫

暗

灰

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

21.30
3/24

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.50

4.15

4.45

5.15

5.50

6.15

6.50

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.40

12.15

12.18

13.15

13.45

14.10

14.12

15.15

15.38

16.10

16.13

17.15

17.45

18.05

18.08

19.10

19.12

20.05

20.05

21.00

21.05

22.00

22.01

23.10

23.10

24.10

24.15

25.00

25.00

26.15

26.20

27.05

27.07

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

1

2

1

20

2

1

20

1

20

5

4

5

3

4

50

3

4

50

2

6

50

3

11

50

3

50

2

50

5

50

1

50

5

50

5

50

2

10

～

20

2

2

1

15

2

1

15

1

15

4

4

3

4

3

6

11

4

20

～

30

2

2

3

4

3

5

5

43

5

5

23

3

4

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

5

30

6

30

2

35

7

30

2

35

2

35

13

30

11

30

13

30

12

30

50

25

50

3

15

30
50

2

40

23

50

3

19

30
50

3

50

2

50

0貫入不能

50

5

50

1

50

0貫入不能

50

5

50

0貫入不能

50

5

50

2

50

N 値

0 10 20 30 40 50 60

5

6

2

7

2

2

13

11

13

12

60

500

15

750

52

500

19

500

750

300

1500

300

300

750

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

1.15

1.45

6.15

6.50

26.15

26.20

試

料

番

号

BV-4

BV-4

BV-4

採

取

方

法

○S

○S

○S

室
内
試
験

(
)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

掘

進

月

日

3

12

3

15

3

16

3

17

3

18

3
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27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

1013.70

1011.80

1007.80

1003.65

999.60

  6.20

  1.90

  4.00

  4.15

  4.05

31.90

33.80

37.80

41.95

46.00

φ10～20㎝（max46cm)の円礫主体。
礫は砂岩>>粘板岩、緑色岩、赤色チ
ャート。
基質はφ1cm以下の細礫～粗粒砂。
細粒分はほとんど含まず。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

（崖錐堆積物）
φ5～12㎝（max15cm)の角～亜角礫
主体。礫は粘板岩>砂岩。
基質はφ1㎝以下の細角礫～極粗粒
砂。黄褐色の粘土が礫間
を充填（流入粘土）。

玉石混
じり砂
礫

黒

灰

φ1～5㎝（max7cm)の角礫主体。礫
の大半が粘板岩。
基質はφ1㎝以下の細角礫～極粗粒
砂。
黄褐色の粘土が礫間を充填（流入粘
土）。

砂

礫

黒

灰

（河床堆積物）
φ7～15㎝（max40cm)の円礫主体。
礫は砂岩>>粘板岩。
基質はφ1㎝以下の細礫～極粗粒砂。
黄褐色の粘土が礫間を充填。
下端部10cmに灰白色の粘土（流入粘
土）混入。
37.80～38.00ｍ：細粒砂が分布。礫
分含まず、水平葉理が認められる。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

灰

（基盤岩）
未風化の砂質粘板岩。
厚さ1～2㎝の極細粒砂岩が挟在し互
層状をなす。
41.95～42.80m：層理面に沿うへき
開が発達し、5～10㎝間隔で分離。
一部へき開に沿って細片化。CL級岩
盤相当。
42.30m：層理面傾斜60°。
42.80～46.00m：層理面に沿う割れ
目が10～20㎝間隔で発達。
CM級岩盤相当。
45.50m：層理面傾斜70°。

粘

板

岩

黒

灰

27.05

27.07

28.00

28.00

29.00

29.03

30.00

30.02

31.00

31.00

32.00

32.10

33.00

33.00

34.00

34.04

35.15

35.40

36.15

36.25

37.05

37.09

38.00

38.03

39.00

39.00

40.00

40.06

41.00

41.01

42.00

42.00

43.00

43.00

44.00

44.00

45.00

45.00

46.00

46.00

50

2

50

3

50

2

50

50

4

17

50

50

4

50

3

50

6

50

1

23 10

5

50

2

50

0貫入不能

50

3

50

2

50

0貫入不能

50

10

50

0貫入不能

50

4

50

25

50

10

50

4

50

3

50

0貫入不能

50

6

50

1

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

750

500

750

150

375

60

150

375

500

250

1500

36.15

36.40

BV-4 ○S

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

3

19

3

20

3

22

3

23

3

24
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ボーリング柱状図（藤Ｂ Ｖ － ５）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 藤Ｂ Ｖ － ５ 調査位置 静 岡 市 葵 区 田 代 藤 島 北 緯 3 5 ° 2 3 ’ 4 9 . 9 ”

東 経 1 3 8 ° 1 2’ 2 7 . 1 ”発 注 機 関 調査期間 令和  3年  3月  1日  ～  3年  3月  1 0 日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1054.0m
角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 1 0 ポ ン プ M S 1 5 4 - A総 掘 進 長  30.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

1053.00

1041.50

1040.30

1028.75

層

厚

(m)

  1.00

 11.50

  1.20

 11.55

深

度

(m)

1.00

12.50

13.70

25.25

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

（盛土）
φ5～10㎝の角礫主体。礫は粘板岩>
砂岩。
基質は極粗粒砂～細礫。細粒分含ま
ず。

盛土・
玉石混
じり砂
礫

黒

灰

φ1～3㎝の角礫主体。所々φ10㎝以
上の巨礫が混入。
礫は粘板岩>砂岩。巨礫は全て砂岩。
礫は硬質で、一部礫の表面が褐色に
変色。
基質は暗褐色の粗粒砂～5㎜以下の
細礫。細粒分を少量含む。
3.45～3.70m：長さ23㎝の砂岩巨礫
あり。
3.70～7.15m：礫径が全体に小さく
φ0.5～2㎝が主体。

7.15～7.30m：長さ13㎝の砂岩巨礫
あり。
7.30～12.50m：φ1～3㎝の角礫が主
体。
φ5～7㎝の礫も多く混入。細粒分は
ほとんど含まない。
8.45～8.70m：φ10～12㎝の砂岩巨
礫が混入。
φ5㎝以上の角礫からなる。最大礫
径は12㎝.
細礫以下は全く含まず、コア採取時
に流出したとみられる。

φ1～3㎝の角礫主体。所々φ10㎝以
上の巨礫が混入。
礫は粘板岩>砂岩。巨礫は全て砂岩。
礫は硬質で、一部礫の表面が褐色に
変色。
基質は暗褐色の粗粒砂～5㎜以下の
細礫。細粒分を少量含む。
3.45～3.70m：長さ23㎝の砂岩巨礫
あり。
3.70～7.15m：礫径が全体に小さく
φ0.5～2㎝が主体。

7.15～7.30m：長さ13㎝の砂岩巨礫
あり。
7.30～12.50m：φ1～3㎝の角礫が主
体。
φ5～7㎝の礫も多く混入。細粒分は
ほとんど含まない。
8.45～8.70m：φ10～12㎝の砂岩巨
礫が混入。
φ5㎝以上の角礫からなる。最大礫
径は12㎝.
細礫以下は全く含まず、コア採取時
に流出したとみられる。

盛

土

・

砂

礫

暗

褐

灰

φ5㎝以上の角礫からなる。最大礫
径はφ12㎝。
細礫以下は全く含まず、コア採取時
に流出したと思われる・

盛土・
玉石混
じり砂
礫

暗

灰

（崖錐堆積物）
φ5～15mの角礫主体。礫は硬質粘板
岩。
硬質だが礫表面の多くが褐色に変
色。
基質は極粗粒砂～細礫からなり、暗
褐色～茶褐色の細粒分も含まれる。
23.70～24.60m：砂質粘板岩の棒状
コアが採取される。
φ1m程度の巨岩塊と判断される。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

（基盤岩）
砂質粘板岩。砂質葉理が発達し、厚
さ1～2㎝の細粒砂岩層も所々挟在す
る。
25.25～26.20m：傾斜60°の層理面
に沿ってへき開が発達し板状に割れ
やすい
層理に沿い風化が進み、所々細片化
している

粘

板
黒

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

26.15
3/10

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.15

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

11.15

11.45

12.15

12.45

13.15

13.45

14.15

14.45

15.15

15.45

16.15

16.45

17.15

17.45

18.15

18.45

19.15

19.45

20.15

20.45

21.15

21.17

22.15

22.15

23.15

23.45

24.00

24.02

25.15

25.24

26.00

26.02

27.00

27.00

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

4

3

7

5

50

2

7

50

2

50

9

50

2

10

～

20

1

2

2

2

3

2

2

2

2

3

2

1

4

5

4

5

5

4

5

3

20

～

30

2

2

1

2

3

3

3

2

3

2

2

2

5

2

4

5

4

3

5

6

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

6

30

6

30

5

30

5

30

8

30

7

30

50

0貫入不能

7

30

6

30

7

30

7

30

6

30

5

30

12

30

10

30

11

30

14

30

12

30

14

30

15

30

50

2

50

0貫入不能

16

30
50

2

50

9

50

2

50

0貫入不能

50

N 値

0 10 20 30 40 50 60

6

6

5

5

8

7

7

6

7

7

6

5

12

10

11

14

12

14

15

750

16

750

167

750

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

8.15

8.45

23.15

23.45

試

料

番

号

BV-5

BV-5

採

取

方

法

○S

○S

室
内
試
験

(
)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

掘

進

月

日

3

1

3

2

3

3

3

4

3

5

3

9
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27

28

29

30
1024.00   4.75 30.00

25.25 26.20m：傾斜60 の層理面
に沿ってへき開が発達し板状に割れ
やすい
層理に沿い風化が進み、所々細片化
している。
CL級岩盤相当。
26.20～27.00m：堅硬な棒状コアでL
=10～20㎝間隔でへき開面で分離。
分離面の一部は褐色に変色。CM級岩
盤相当。
27.00～30.00m：長さ20㎝以上の棒
状コアで新鮮堅硬。CH級岩盤相当。
28.50m：層理面傾斜50°。

粘

板

岩

黒

灰

27.00

27.00

28.00

28.00

29.00

29.00

30.00

30.00

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

3

10

別1－40



ボーリング柱状図（藤Ｂ Ｖ － ６）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 藤Ｂ Ｖ － ６ 調査位置 静 岡 市 葵 区 田 代 藤 島 北 緯 3 5 ° 2 3 ’ 5 6 . 1 ”

東 経 1 3 8 ° 1 2’ 3 1 . 7 ”発 注 機 関 調査期間 令 和 3 年 4 月  1 日  ～ 3 年 4 月 4 日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1044.0m
角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 1 0 ポ ン プ M S 1 5 4 - A総 掘 進 長  25.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

標

高

(m)

1043.10

1040.75

1040.30

1038.30

1037.55

1037.05

1036.10

1034.90

1032.70

1030.80

1019.00

層

厚

(m)

  0.90

  2.35

  0.45

  2.00

  0.75

  0.50

  0.95

  1.20

  2.20

  1.90

 11.80

深

度

(m)

0.90

3.25

3.70

5.70

6.45

6.95

7.90

9.10

11.30

13.20

25.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

（盛土）
φ1～3㎝（max6cm)の角礫主体。礫
は粘板岩＝砂岩。
基質は極粗粒砂～細礫で細粒分は含
まない。

盛土・
砂礫

黒

灰

φ3～10㎝（max12cm)の角礫主体。
礫は粘板岩＝砂岩で巨礫の大半が砂
岩。
基質は極粗粒砂～細礫で細粒分は含
まない。

盛土・
玉石混
じり砂
礫

黒

灰

シルト質粘土。塊状で成層構造は認
められない。

盛土・
粘土 暗灰

φ5～10㎝（max15cm)の角礫主体。
礫は粘板岩。砂岩は含まない。
基質は2～5㎝の粘板岩細角礫からな
る。砂分、細粒分は含まない。

盛土・
玉石混
じり砂
礫

黒

灰

（表土）φ0.5～2㎝の角礫を含む粘
性土。基底部は円礫を含む。
5.90～6.00ｍ：黄褐色をなす。

表土・
礫混じ
り粘性
土

暗

褐

（河床堆積物）φ1～3㎝の円礫～亜
円礫からなる砂礫。

砂礫 暗灰

φ5～10㎝の円礫主体。礫は粘板岩>
砂岩>>チャート。
基質は黄褐灰色の細礫混じり中粒
砂。

玉石混
じり砂
礫

暗

褐

灰

φ5～8㎝の円礫主体。礫は粘板岩>
砂岩。
基質は灰色の極粗粒砂～細礫。

玉石混
じり砂
礫

暗

灰

φ1～5㎝（max8cm)の円礫～亜角礫
主体。
礫は粘板岩>砂岩>>チャート。
基質は暗灰色の極粗粒砂～細礫。
礫の一部とその周囲が褐色に変色。

砂

礫

暗

灰

（基盤岩）
砂質粘板岩で砂質葉理が発達。層理
面傾斜75°。
開口割れ目が多く、砂～細礫が充
填。開口幅2～5㎜。
割れ目周辺は褐色に風化。CL級岩盤
相当。

粘

板

岩

黒灰
～（
褐灰
）

砂質粘板岩で砂質葉理（一部レンズ
状）が発達。
13.20～15.90m：割れ目の一部は砂
分が充填し、褐色に変色。CM級岩盤
相当。
13.50m：層理面傾斜40°。
15.90～17.70m：割れ目の多くは層
理面に平行で新鮮。
層理面に斜交する割れ目の一部が褐
色に変色。CM級岩盤相当。
16.90m：層理面傾斜55°。
17.70～19.50m：新鮮堅硬な棒状コ
ア。CH級岩盤相当。
19.50～20.00m：層理面に平行な割
れ目が10㎝間隔で発達。
一部割れ目表面が褐色に変色。CH級
岩盤相当。
19.70m：層理面傾斜60°。
20.00m：新鮮堅硬な棒状コア。CH級
岩盤相当。
22.10m：層理面55°。
24.00～24.20m：厚さ1～2㎝の細粒
砂岩層が集中し互層状をなす。
岩石中には石英の細脈が網目状に発
達、層理面傾斜30°。
24.20～25.00ｍ：砂質葉理が傾斜50
～90°で変化。
乱堆積構造状をなす。

粘

板

岩

黒

灰

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

16.55
3/6

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.45

4.15

4.45

5.15

5.45

6.15

6.45

7.15

7.18

8.15

8.45

9.05

9.05

10.15

10.45

11.15

11.25

12.00

12.03

13.00

13.01

14.00

14.00

15.00

15.00

16.00

16.00

17.00

17.00

18.00

18.00

19.00

19.00

20.00

20.00

21.00

21.00

22.00

22.00

23.00

23.00

24.00

24.00

25.00

25.00

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

2

4

6

2

6

50

3

11

6

50

50

3

50

1

10

～

20

1

2

1

20

4

3

4

8

7

20

～

30

3

1

3

2

5

15

7

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

7

30

5

30

5

30

13

30

7

30

15

30

50

3

34

30
50

0貫入不能

20

30

50

10

50

3

50

1

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

50

0貫入不能

N 値

0 10 20 30 40 50 60

7

5

5

13

7

15

500

34

20

150

500

1500

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

1.15

1.45

3.15

3.45

8.15

8.45

試

料

番

号

BV-6

BV-6

BV-6

採

取

方

法

○S

○S

○S

室
内
試
験

(
)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
沈降)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

掘

進

月

日

4

1

4

2

4

3

4

4
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ボーリング柱状図（藤Ｂ Ｖ － ７）

調 査 名 静 岡 県 内 地 質 調 査 （ ほ か ３ ）

事業・工事名

ボーリング名 藤Ｂ Ｖ － ７ 調査位置 静 岡 市 葵 区 田 代 藤 島 北 緯 3 5 ° 2 3 ’ 5 0 . 1 ”

東 経 1 3 8 ° 1 2’ 2 9 . 0 ”発 注 機 関 調査期間 令和 3年 4月  1 7日  ～ 3年  4月  2 7日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 1039.5m
角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 1 0 ポ ン プ M S 1 5 4 - A総 掘 進 長  41.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

標

高

(m)

1038.50

1036.55

1035.00

1032.15

1031.00

1030.55

1029.50

1028.35

1027.60

1020.00

1018.50

1012.30

層

厚

(m)

  1.00

  1.95

  1.55

  2.85

  1.15

  0.45

  1.05

  1.15

  0.75

  7.60

  1.50

  6.20

深

度

(m)

1.00

2.95

4.50

7.35

8.50

8.95

10.00

11.15

11.90

19.50

21.00

27.20

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

（盛土）φ6～12㎝の角礫主体。礫
は粘板岩>>砂岩。
基質はφ2㎝以下の砂礫。

盛土・
玉石混
じり砂
礫

黒

灰

φ3～6㎝の角礫主体。礫は粘板岩>>
砂岩。
基質はφ1㎝以下の細礫～極粗粒砂。
粘性土分を少量含む。
1.55ｍ：木片混入。

盛

土

・

砂

礫

黒

灰

φ2～7㎝の角礫主体。礫は粘板岩>>
砂岩。
コンクリート片（φ4㎝）も混入。
基質は灰色で細礫混じりの極粗粒
砂。粘性土分含まず。

盛
土
・
砂
礫

暗

灰

塊状のシルト。所々φ1～3㎝の角礫
が混入。
5.50～6.00ｍ：粘土分が多い。

盛

土

・

シ

ル

ト

灰

φ7～20㎝の角礫が多く混入。礫は
粘板岩。
基質は細礫～極粗粒砂～粘土。深度
によって変化。

盛土・
玉石混
じり砂
礫

暗

灰

φ1～3㎝の角礫が多く含まれるシル
ト～粘土。

盛土・
礫混じ
りシル
ト

暗

灰

φ2～4㎝の角礫主体。礫は砂岩>粘
板岩。砂岩の円～亜角礫も点在。
基質は細角礫～極粗粒砂。

盛土・
砂礫

暗

灰

φ7～16㎝の角礫主体。
最大礫径32㎝。
10.20～10.30m：木片混入。

盛土・
玉石混
じり砂
礫

暗

灰

（河床堆積物）上部は葉理が発達し
た細粒砂、下部は極粗粒砂。
上下部は漸移する。

砂
暗灰
褐

φ7～30㎝の円礫主体。
最大礫径350㎝。
礫は砂岩>>緑色岩、粘板岩、赤色チ
ャート岩片も混入する。
基質はφ1㎝以下の細礫～極粗粒砂
で、所々礫分のない極粗粒砂が分
布。
粘性土分は含まない。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

φ2～6㎝の円礫主体。最大礫径8㎝。
礫は砂岩>粘板岩、チャート、石英
脈。
基質は細礫～極粗粒砂。粘性土分含
まず。

砂

礫

暗

灰

φ8～40㎝の巨円礫主体。
最大礫径130㎝。
礫は砂岩>>粘板岩、緑色岩。
基質は極粗粒砂～中粒砂。φ1㎝以
下の円礫が多く含まれる。
粘性土分含まず。
21.30～21.85m：基質は粒径均一の
中粒砂。細粒土分含まず。
23.52～24.82m：砂岩の巨円礫あり。
新鮮堅硬。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

φ1～5㎝の亜円～亜角礫主体。最大
礫径7㎝砂

暗

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

15.75
4/22

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)
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1.45
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50

28

50
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N 値
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8

7

6

21

3

5

12

6

7

1500

83

750

500

35

500

54

88

68

500

500

250

375

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

3.15

3.45

5.15

5.45

12.15

12.33

試

料

番

号

BV-7

BV-7

BV-7

採

取

方

法

○S

○S

○S

室
内
試
験

(
)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
沈降)

土粒子
密度、
含水、
粒度(
ふる
い)

掘

進

月

日

4

17

4
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4

19

4
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4

21

4
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27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

1012.30

1011.30

1005.80

1003.80

1001.85

998.50

  6.20

  1.00

  5.50

  2.00

  1.95

  3.35

27.20

28.20

33.70

35.70

37.65

41.00

φ1～5㎝の亜円～亜角礫主体。最大
礫径7㎝。
基質は細礫混じりの極細粒砂。黄褐
灰色の粘土を含む。
基底部に円礫混じりの細粒砂分布。

砂

礫

暗

褐

灰

（崖錐堆積物）
φ1～5㎝の角礫主体。最大礫径9㎝。
礫は粘板岩>砂岩。亜円礫も混入す
る。
基質は細角礫主体。黄褐灰色の粘土
が礫の周りを充填。流入粘土。

砂

礫

暗

褐

灰

φ5～10㎝の角礫主体。礫は粘板岩>
砂岩。
基質はφ1㎝以下の細角礫～極粗粒
砂。
黄褐灰色の粘土が礫間を充填。

玉石混
じり砂
礫

暗

褐

灰

（河床堆積物）
φ10～40㎝の円礫主体。最大礫径45
㎝。礫は砂岩>>粘板岩。
基質はφ1㎝以下の亜円～亜角礫主
体で、礫間は極粗粒砂が充填。礫の
多くは粘板岩。

玉石混
じり砂
礫

暗

灰

（基盤岩）
砂質粘板岩。厚さ1㎝前後の極細粒
砂が多く挟在し、互層状をなす。
新鮮堅硬だが、層理面に平行な割れ
目で短棒状コアをなす。
CM級岩盤相当。
層理面傾斜は40～45°。

粘

板

岩

黒

灰

27.10
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28.15
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29.05
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30.09
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ボーリ ング柱状図（Ｈ２５中ノ宿２）

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 Ｈ２５中ノ宿２ 調 査 位 置 静 岡 市 葵 区 内 北 緯 3 5 ﾟ 2 2 ' 5 5 . 8 2 "

東 経 1 3 8 ﾟ 1 2 ' 2 6 . 8 9 "発 注 機 関 調査期間 平成 25年 11月 16日 ～ 25年 11月 22日

調 査 業 者 名 主 任 技 師

現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリング

責 任 者

孔 口 標 高

1006.2m

角

度

180ﾟ 

0ﾟ 

90ﾟ 

上

下

0ﾟ 

方

向

0ﾟ 

90ﾟ 

180ﾟ 

270ﾟ 

北

東

南

西

地

盤

勾

配 90ﾟ 

水平0ﾟ 

鉛

直

0ﾟ 

使

用

機

種

試 錐 機 D 0 - D

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製 Ｎ Ｆ Ｄ ９ ０ ポ ン プ B G - 3 C総 掘 進 長  7.00m

ボーリングNo 

シートNo 

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

標

高

(m)

1005.20

999.20

深

度

(m)

1.00

7.00

柱

状

図

岩

種

区

分

色

調

硬

軟

コ

ア

形

状

割

れ

目

の

状

態

風

化

変

質

記

事

φ50㎜以下の角礫主体。

礫は砂岩、粘板岩。

埋土 ・

砂礫

暗

灰

（河床堆積物）

φ5～200㎜の亜角～亜円礫主体。

最大礫はφ300㎜。

礫は砂岩主体。緑色岩,粘板岩,赤色チャ

ートも混入。

処々厚さ5～10cmの粗粒砂～細粒砂挟在。

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

コア採取率

 ( % ) 

最大コア長

 cm 

Ｒ Ｑ Ｄ

 [ % ] 

0 50 100

岩

級

区

分

孔

内

水

位

(m)

／

測

定

月

日

3.35

11/19

3.70

11/20

(    ルジオン  標準貫入  ) 試  験

(

N

)

値

44

50

7

50

10

50

9

50

5

50

8

50

3

（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図

［］: ルジオン値

（）: 換算ルジオン値

《》: 限界圧力

 N 値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.45

(21,10,13)

2.00

2.07

(50/7)

3.00

3.10

(50)

4.15

4.24

(50/9)

5.00

5.05

(50/5)

6.00

6.08

(50/8)

7.00

7.03

(50/3)

原

位

置

試

験

(
)

室

内

試

験

(
)

1.15

1.45

含水、粒度

4.15

4.24

含水、粒度

掘  進  状  況

掘

進

月

日

11

18

11

19

掘

進

速
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時
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／
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土質ボーリング柱状図（中BV-1）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 中BV-1 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1018.05m

総 削 孔 長 53.00m

角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機 鉱研OP-1

エンジン ヤンマーNFD12 ポ ン プ OS-4090°

0° 水平

鉛
直

0°

90°上
下

180° 北

180°

0°

90°270°

東

南

西

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

現

場

土

質

名

模

様

現

場

土

質

名

地
盤
材
料
の
工
学
的
分
類

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

地

質

時

代

名

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

標 準 貫 入 試 験

P波試験 (m/s)
0 3500500 1000 1500 2000 2500 3000

S波試験 (m/s)
0 3500500 1000 1500 2000 2500 3000

深度－Ｎ値図
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N

値

深

度
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100mmごと
の打撃回数
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撃
ご
と
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50

回
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貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

原

位

置

試

験

削

孔

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

玉

石

混

じ
暗

褐

径10～30cm、最大40㎝の玉石を含有す
る淘汰悪く不均質な砂礫。
細粒砂岩、粘板岩からなる玉石を深度1
～3mに1～3個程度含有する。
砂礫は、粘板岩、砂岩の角礫を主体と
し、不均質だが礫率高く45～60%ほど。
礫径は淘汰悪いが、径1～4cm主体。
基質は不均質な砂質シルトで、局所的
に中～細粒砂や細円礫が発達する。

0.00～0.40m、礫径小さく最大径4cm礫
含むが、径0.5～2cm粘板岩角礫主体。
礫率高く40～50%。
基質は細粒分少なく、粗砂混じりの中
～細砂で構成。

0.40～10.85m、玉石の少ない不均質な
砂礫。
玉石は最大径10cm程度で、2～3mに1～2
個程度含有。
岩種はほぼ砂岩。
砂礫は、径0.5～2cm大の粘板岩、砂岩
角～亜角礫。
礫率高く、不均質で45～60%前後。
基質は細粒分の多い砂質シルト。

10.85～22.75m、礫率の若干低い玉石混
じり砂礫。
玉石の含有率は、深度1～2m毎に径10～
25㎝の砂岩、粘板岩塊が1～2個程度。
砂礫は若干円磨されており、径0.5～
4cm大の砂岩、粘板岩亜角～亜円礫を40
～50%程度含有する。
基質は砂混じりシルトで、若干黄褐～
褐色を帯びている。

20.65～22.75m間、礫径小さく、径0.5
～1.5㎝主体。
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22.75～28.85m、淘汰特に悪い玉石混じ
り砂礫。
径10～30cm大、最大40㎝の砂岩、粘板
岩玉石を含有する若干玉石の含有率が
高い。
砂礫は、径0.5～4cmの亜角～亜円礫
で、礫種は粘板岩、砂岩が各40%前後、
他に緑色岩と若干の赤色チャートを含
有する。
礫率40～60%で不均質。
基質は細粒分多く、粘土質、砂質シル
ト。

28.85～45.00m間、片状の粘板岩角礫を
多量に含む玉石混じり砂礫。
一部に葉理の発達した中～細砂が発達
する。
玉石含有率若干低下、深度1～2m間に径
10～30cm大の玉石が1～2個程度分布。
岩種は塊状の中粒～細粒砂岩が多く60%
以上、他粘板岩40%。
径は10～25㎝大が多く、最大径30㎝。

砂礫は全体に礫率高く60～50%、特徴的
に片状～板状の粘板岩角礫～亜角礫を
多量に含んでいる。
礫種は、粘板岩70%程度、他は砂岩30%
で、極わずかに緑色岩とチャート礫を
含む。
礫径は淘汰悪いが、径1～3㎝大を主体
とする。
基質は同様に淘汰悪く、細礫粗砂混じ
りの砂質シルト。

40.10～40.60m間、中～細砂層発達。
上位40.10～40.45m間は、径20cm以下の
粘板岩礫を含み覆互構造明瞭だが混濁
ぎみ、粗砂を含む中粒砂。
下位40.45～40.60m間は、葉理の発達し
た中粒～細粒砂。

45.00～47.45m間、玉石比率の高い細礫
砂礫。
礫の円磨度高く、淘汰比較的良好。
玉石径20～30cmで最大径40㎝、深度1m
に2～3個含有。
岩種はほぼ砂岩で一部のみ粘板岩。
砂礫は、径0.4～1cm、最大径4cmの粘板
岩、砂岩細礫で礫率高く60%前後。
基質は、シルト混じり、中粒～粗粒
砂。

40～50°傾斜した葉理の発達した粘板
岩。全体に風化弱く、亀裂沿いも褐色
化はほとんど認められない。
岩片は比較的硬質でコアはハンマーの
中～軽打で割れるが、部分的に黒色が
強く、潜在的に脆弱な箇所が分布す
る。
幅0.5～2cmピッチ程度の葉理が卓越
し、葉理に沿って片状に割れやすい。
また、灰白色石灰質葉理も、随所に発
達する。

47.65～47.70m間、構造の乱れた石灰質
葉理発達。
47.70～47.95m間、粘板岩黒色強く、葉
理沿いに細角礫～細片状化極めて脆
く、指圧で割れる。
48.05～48.15m、48.70～48.80m、
49.40m付近、粘板岩。黒色強く脆い。
49.70～50.10m間、石灰質葉理発達。
50.10～50.25m間、粘板岩。黒色強く脆
く、若干葉理に沿って破砕されてい
る。
50.25～50.30m、50.85～50.90m、51.15
～51.25m、52.30～52.35m、52.55～
52.70m、石灰質葉理発達。
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土質ボーリング柱状図（中BV-2）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 中BV-2 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1006.57m

総 削 孔 長 40.00m

角

度

方

位
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径10cm～最大100㎝の玉石を含む礫率の
高い粘板岩角礫で構成される不規則、
不均質な砂礫。
砂層やシルト質粘土層を複数挟在す
る。

深度0.00～0.30m間、玉石礫混じり粘土
質シルト。
直径7㎝の砂岩玉石を含む、細礫混じり
腐植質粘土質シルト。

深度0.30～10.90m間、主に径10～
20cm、最大径30cmの玉石を含む均質な
砂礫。
1～2m間に玉石を1～3個程度含有する。
岩種は砂岩60%以上、粘板岩20～30%、
他に赤色チャートを若干混入する。
砂礫は淘汰悪く、概ね径1～4cmの円～
角礫を主体とするが、円磨度、礫率(35
～60%)とも変化が激しい。
礫種は、粘板岩60%、砂岩30%、礫岩、
赤色チャート、緑色岩10%。
基質は不均質な粗砂混じりシルト質
砂。

深度14.60～16.00m、中～粗砂を含む細
砂質シルト～シルト質砂。
最下部15.75m以深はシルト分多く、
15.9～16.0m間は、砂分少なくシルト主
体。

深度10.90～11.45m間、塊状細礫粗砂混
じりシルト質中砂。

深度11.45～14.60m間、上位とほぼ同様
の不均質な玉石混じり砂礫。
玉石径7～20cmで、深度1mに1～2個程度
含有。
砂礫は礫径1～3㎝大、亜角礫主体。
礫種は粘板岩45%、砂岩35%、20%が緑色
岩、赤色チャート。礫率高く60～50%。
基質は、細礫、粗砂混じりシルト質中
砂で淘汰悪く不均質。

深度16.00～30.15m間、不均質で淘汰の
悪い玉石混じり砂礫。
上位の玉石混じり砂礫より玉石径大き
く、全体に不規則不均質。
玉石は概ね径10～40㎝で最大100㎝。深
度1～2mに1～3個程含有。
砂礫は全体に礫率高く60%以上、礫径
0.5～3㎝主体だが淘汰悪く、下位側で
礫径大、1～5cm大主体になる。亜角～
亜円礫
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度1～2mに1～3個程含有。
砂礫は全体に礫率高く60%以上、礫径
0.5～3㎝主体だが淘汰悪く、下位側で
礫径大、1～5cm大主体になる。亜角～
亜円礫。
礫種は65%以上が粘板岩、砂岩20～
30%、他5～10%が緑色岩、ﾁｬｰﾄ、礫岩。
基質は極めて不均質で、粗砂、細礫混
じりシルト質中～細砂。

27.50～30.45m、砂岩玉石含まず、大小
の粘板岩角礫で構成。
礫径0.5～5cm、最大径7㎝ほぼすべて粘
板岩。
礫率高く50～60%。
基質は粗砂混じり砂質シルト。

深度30.45～32.60ｍ間、玉石礫混じり
中～粗砂。
比較的小径の粘板岩玉石および、粘板
岩角礫を含む。
塊状の中粒～粗砂砂。
深さ1mに径10～20cm大の粘板岩玉石を5
～6個含有。
含まれる礫は少なく、10～15%程度で、
径1～3㎝大の粘板岩、砂岩、角礫を不
規則、不均質に含んでいる。

深度32.60～34.10m間、細礫混じり、中
～粗粒砂。
概ね塊状だが、下位側に細粒層状化。
33.85～33.95mは、塊状良く締ったシル
ト質粘性土。

34.10m以深、硬質な亀裂性砂岩。
塊状の中粒砂岩で、高角および低角の
方解石脈が発達している。
亀裂は60°前後の高角のものと、30°
前後の低角のものが発達し、コアは一
部片状化しているが、概ね棒状。
亀裂表面は褐色化し、一部流入物も付
着しているが、岩片の風化はほとんど
認められず、コアはハンマーの打撃で
金属音を発する。

39.10～39.20m間、亀裂が密集し、コア
片状化。若干脱灰気味。
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土質ボーリング柱状図（中BV-3）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 中BV-3 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1006.19m

総 削 孔 長 33.00m
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0.00～0.25m間、細礫粗砂混じり粘性土
シルト。含水率やや高めで、比較的均
質。草木根混入。
0.25～2.50m間、玉石混じり砂礫。径12
㎝砂岩。玉石0.60mに分布。砂礫は礫径
比較的小さく、0.5～2cm主体、最大径
3.5㎝、亜角～亜円礫主体で、礫種は概
ね粘板岩か砂岩。基質は粗砂混じり砂
質シルトで含水率は高い。

2.50～4.55m間、含水率の高い礫混じり
層状砂。径0.4～3.5㎝角礫を含む層状
のシルト～粗砂。径10cm砂岩玉石2.90m
に分布。
2.50～2.65m、層状シルト～細砂。
2.65～3.50m、塊状礫混じり細～中砂。
3.50～3.65m、塊状細礫混じり粗砂。
3.65～4.50m、層状細砂～シルト。

4.5～14.7m、淘汰の悪い不均質な玉石
混じり砂礫。
玉石は径10～20cm主体で、最大径
30cm、深度1～2mに2～3個程度含有。岩
種は砂岩70%以上、粘板岩25%他、緑色
岩を含む。
砂礫は、径0.5～3㎝の亜角～亜円礫が
主体だが、淘汰悪く最大径6㎝。礫種
は、粘板岩50～60%、砂岩40%他、緑色
岩、チャートを若干含有する。
基質は、シルト混じりの中～粗砂で、
淘汰悪く不均質。

11.00～14.70m、礫の円磨度高くない円
礫主体。(玉石も円磨度高い感じ)

14.75～16.30ｍ間、層状粗砂～中～細
砂質シルト。
層厚10～20cmだが、層内は塊状で淘汰
良くなく葉理等見えない。

16.30～25.25間、淘汰の悪い玉石混じ
り砂礫。
玉石径、分布ともに不規則不均質で、
玉石径10～70㎝、主に砂岩で他粘板
岩、チャート。
砂礫は、径0.5～3㎝、最大径5cmの亜角
～亜円礫で礫率高く60～40%。
礫種は、砂岩、粘板岩がほとんどで、
チャート、緑色岩も若干含んでいる。
基質は、不均質で淘汰の悪い粗砂混じ
り砂質シルト。
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25.25～27.40m間、玉石径比率の高い玉
石混じり砂礫。
玉石径15～60㎝と大きく全体の85%が玉
石で構成されている。
玉石岩種はほぼ砂岩で、26.10～26.35m
間のみ石灰質葉理を含む赤色チャー
ト。
砂礫は、径1.5㎝以下の細円礫～亜円礫
で構成され、基質は粗砂混じり砂質シ
ルト。

27.40～33.00m間、硬質塊状の亀裂性砂
岩。
20～30°ほど傾斜した平行亀裂で割
れ、コア長棒～短棒片状。
亀裂表面は褐色化しており、密着性も
あまり良くないが、岩芯部はほとんど
風化していない。
粘板岩の細礫片を含んでおり、30～
40°傾斜した覆互構造が認められる。

28.20～28.70m、30.95～31.60m間、褐
色亀裂集中し、コア片状で脱灰ぎみで
若干脆い。
コアハンマーの軽打で割れるが、棒状
部は金属音。

32.15m以深細粒化。
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ボーリ ング柱状図（Ｈ２５中ノ宿３）

調 査 名

事 業 ・ 工 事 名

ボ ー リ ン グ 名 Ｈ２５中ノ宿３ 調 査 位 置 静 岡 市 葵 区 内 北 緯 3 5 ﾟ 2 2 ' 4 5 . 3 4 "

東 経 1 3 8 ﾟ 1 2 ' 2 6 . 5 8 "発 注 機 関 調査期間 平成 25年 11月 15日 ～ 25年 11月 20日

調 査 業 者 名 主 任 技 師

現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリング

責 任 者
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種

試 錐 機 D 0 - D

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 製 Ｎ Ｆ Ｄ ９ ０ ポ ン プ B G - 3 C総 掘 進 長  9.00m
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記
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φ10～30㎜の角礫主体。

礫は砂岩主体。

GL.-0.10～-0.15ｍ間、コンクリート塊。

GL.-2.10～-2.80ｍ間、長さ53cmのコンク

リート塊。

埋

土

・

砂

礫

暗

灰

（河床堆積物）

φ40～90㎜に

最大礫はφ250㎜。

礫は砂岩主体。緑色岩、粘板岩も混入。
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土質ボーリング柱状図（紅BV-1）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 紅BV-1 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
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暗
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暗

深度0.00～0.10m、落葉・腐植土。
深度0.10～1.60m、礫混じり砂質シル
ト。礫径小さく概ね径3㎝以下の粘板
岩、砂岩角礫。砂質シルトは細礫、粗
砂を多く含み、淘汰悪く不均質。

淘汰の悪い玉石混じり砂礫。径8cm以下
の砂岩玉石含み礫率高く60%程度。
基質は同様に淘汰悪く、含水率の高い
粗砂混じり砂質シルト。

深度2.70～3.55m、淘汰の良い塊状の細
砂。礫をほとんど含まず、下部には葉
理発達。

深度1.65～12.70m間、淘汰の悪い玉石
混じり砂礫。
径8cm以下の砂岩玉石を含み、礫率高く
60%程度、。
礫径1～3㎝主体で淘汰悪く、亜角～亜
円礫、概ね粘板岩および砂岩で構成。
基質は同様に淘汰悪く、含水率の高い
粗砂混じり砂質シルト。

深度3.55～11.00m、淘汰の悪い玉石混
じり砂礫。
玉石は比較的小計の径15cm以下のもの
が、深度1mに5～7個ほど含有。
岩種は、砂岩60%、粘板岩40%ほどで、
一部緑色岩。
礫は径1.5㎝以下の細礫と、径3㎝前後
の礫を混合。
円磨度は高く、円礫主体。
礫種は砂岩、粘板岩がほとんどだが、
緑色岩、赤色チャートも含有する。
基質は淘汰悪く、不均質な粗砂混じり
砂質シルト。

8.00～8.40m、シルト混じり、中粒砂。

11.00～13.30m間、礫、不片、シルト層
を挟む層状シルト質中粒砂。
11.00～11.80m、シルト質中粒砂。深度
10㎝毎程度に直物片混入。
11.80～12.80m、20㎝以下の細礫混入。
全体に不均質塊状。
12.80～12.95m、塊状の中粒～細粒砂。
下位方向に粗粒化。
12.67m付近、木片、細礫混入。
13.00m付近、径2～3㎝の円礫混入。

深度13.30～34.95m間、淘汰の悪い不均
質な玉石混じり砂礫。
玉石含有率やや高く、径100㎝以上も複
数存在する。
玉石は径10～30cm下が多く、最大径
20.5㎝。
岩種は、砂岩、粘板岩が両45%ほど、他
緑色岩。
砂礫は亜角～亜円礫、径1.5㎝以下の中
～細礫と、径2～5cm大の中礫が多く含
有され、礫種は粘板岩60%程度、砂岩
30%、他10%が緑色岩、チャート、礫
岩、赤色チャート。
基質は不均質で細礫、粗砂混じり、中
砂質シルト～シルト質粘性土。

19.80～25.80m、玉石径、含有率若干減
少。
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32.30m付近、径4cm赤色チャート円礫。
32.85～34.90m、長さ205㎝の粘板岩玉
石。亀裂多く、コア短棒～片状化。

亀裂性の粘板岩。30°前後および60°
前後傾斜した表面が褐～赤褐色化した
亀裂で、コア短棒～棒状化。
岩片は風化なく硬質だが、亀裂沿いに
は若干風化脆弱化が認められる。

34.95～35.05m間、風化強く、一部コア
角礫脆弱化。
37.00m付近、37.20m付近、37.50m付
近、38.15～38.40m、38.75～38.90m
間、亀裂密集し若干脆弱化。
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土質ボーリング柱状図（紅BV-2）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 紅BV-2 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1001.86m

総 削 孔 長 46.00m

角
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方

位

地
盤
勾
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機
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0.00～0.40m、礫混じり腐植質シルト。
礫径は2.5㎝以下。
0.40～0.75m、礫混じり砂質シルト。径
3cm以下の角礫を含み、酸化した金属片
多々混入。コア全体が赤褐色化。極め
て不均質。 
0.75～1.20m、暗灰色砂質土。径0.5㎝
以下の細礫を含み、基質は粗砂混じ
り、中粒砂質シルト。 
1.20～2.10m、礫混じりシルト質中砂
1.40～1.70m、礫径0.5～1cm不均質に混
入。1.70mに植物片混入。 
1.70m～、均質なシルト質中粒砂。 

砂層を挟在する淘汰の悪い不均質な玉
石混じり砂礫。
玉石は概ね径10～30cm主体だが、最大
径140㎝。60%以上は砂岩で、他40%は粘
板岩。
砂礫は淘汰悪く不均質で、礫率礫径と
もに変化が大きい。

2.10～11.20m間、淘汰の悪い不均質な
玉石混じり砂礫。
玉石径変化大きく、径10～30cm主体だ
が、最大径45㎝。岩種は70%が砂岩で他
30%は粘板岩。
含有率比較的高く、深度1mに1～5個含
有。
砂礫は淘汰悪く、角礫から円礫まで混
在。礫率は45～60%程度。礫径主に5cm
以下だが、径2cm以下が集中する部分も
存在。礫種は50%が粘板岩で砂岩が40%
ほど、他10%は緑色岩と赤色チャート。

深度11.20～12.20m間、層状シルト質細
粒砂。比較的塊状だが、細粒砂とシル
ト質細砂が層状に分布。
11.45m付近、径2cm以下の円礫混入。
11.95m付近、腐食物片混入。

深度12.25～40.65m間、淘汰の悪い不均
質な玉石混じり砂礫。

玉石は概ね径10～40㎝を主体とする
が、径変化大きく、最大径140㎝。
岩種は60%が砂岩で、他40%は粘板岩。
砂礫は、礫率40～60%と変化大きく、上
位側19.20m以浅が含有率が低い。
礫径は概ね0.5～4cmの亜角礫から亜円
礫主体だが、径1cm以下の円礫が集中す
る部分も存在する。
礫種は粘板岩多く60%程度、35%ほどが
砂岩で、他緑色岩、チャートを若干混
入する。
基質は、細礫、粗砂を含む砂質シルト
で、淘汰悪く不均質。

20.95m付近、径7cm赤色チャート片。
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25.90～26.00m間、径85㎝砂岩玉石直
下、黄褐色粘土質シルト分布。

粘板岩層を不規則に挟在する硬質な砂
岩。
砂岩自体は塊状で緻密。コアは概ね棒
状。亀裂は比較的少なく、41.70m以浅
は亀裂表面が褐色化し、流入物が付着
しているが、以深は風化はほとんど認
められず、亀裂の密着性も良い。

42.35～43.65m間、44.85m以深、40～
80°傾斜した粘板岩層発達。
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土質ボーリング柱状図（紅BV-3）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 紅BV-3 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1000.32m

総 削 孔 長 28.00m
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砂層を挟在する不均質な玉石混じり砂
礫。
玉石径は比較的小さく、10～20㎝主
体。概ね砂岩、粘板岩。
含有率は深度1mに2～4個程度。
0.00～0.10m間、腐植質の礫質土。径
1.5～3㎝の角礫含有。
0.10～4.10m間、廃棄物塊を含む不均質
な砂礫。
1.70～12.00m、2.65～3.90m、コンク
リート塊。
砂礫は、径0.5～5cmの亜円礫を含み、
基質は砂質シルトで極めて不均質。

4.10～15.45m、淘汰の悪い不均質な玉
石混じり砂礫。
径10～20㎝の玉石を深度1mに2～3個程
度含有する。
岩種は、砂岩60%、粘板岩30%、緑色岩
とチャートを10%程度。
砂礫は、径1～3㎝程度の亜角～亜円礫
で、礫種は、粘板岩60%、砂岩30%、緑
色岩、チャートが10%以下。
基質は、淘汰悪く不均質な細礫、粗砂
混じり砂質シルト。

15.45～18.40m、層状のシルト質細砂。
15.45～16.00m、塊状で淘汰の良い中粒
砂～細粒砂。下部に従い細粒化。
16.00～16.75m、塊状で淘汰の良い細粒
砂混じりシルト。
16.75～17.55m、若干有機質で淘汰の良
い塊状細砂。
16.80～17.00m間には材木塊。
17.55～18.10m、塊状シルト。
17.75～17.85m間は木片を含む細砂。
18.10～18.40m、淘汰の良い細粒砂。

深度18.40～22.70m、淘汰悪く不均質な
玉石混じり砂礫。
玉石は径10～25㎝下で、深度1mに3～5
個程度含有で、粘板岩または砂岩。
砂礫は、径1～5cmの角礫を主体とし、
礫率高く50～60%、淘汰は悪く不均質。
礫種は粘板岩60%、砂岩35%、他緑色
岩、赤色チャート5%。
基質は淘汰の悪い細礫、粗砂混じり砂
質ｼﾙﾄ。

21.40m以深、玉石は風化し脆く、ひび
割れた粘板岩のみ。

10～30%傾斜した葉理の発達した亀裂性
の粘板岩
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7.45
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8.45
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9.05

10.15

10.22

11.15

11.45

12.00

12.14
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14.15

14.45
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16.45
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17.45
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18.45
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22.05
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50
50
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50

7
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1
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3

7
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10

6
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32

6
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3

2

4
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4

4
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8
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7
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4

1

4

15

300
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300
13

0
50

0
50

50
50
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50
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300
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50
50
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4
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300
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50

50
50

0
50

50
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50
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17.00
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紅
BV-3
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－ 密度・含水・粒度
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23

24

25

26

27

972.32 28.00

粘

板

岩

暗

灰

10～30%傾斜した葉理の発達した亀裂性
の粘板岩。
葉理沿いおよび直交する割れ目が発達
し、コア棒状～片状および角礫化。
亀裂表面は褐色～赤褐色化し、亀裂周
辺および片状角礫化部は脆弱化してい
る。
コアは弱風化部はハンマーの軽～中打
で容易に割れる程度だが、片状角礫化
部は指圧で砕ける。

25.25～25.55m間、25.75～26.05m間、
27.60～27.75m間は、亀裂密集し特に脆
い。

24.00
24.00

25.00
25.00

26.00
26.00

27.00
27.00

28.00
28.00

貫入不能

貫入不能

貫入不能

貫入不能

貫入不能

0
50

0
50

0
50

0
50

0
50

1
8

2
8
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土質ボーリング柱状図（紅BV-4）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 紅BV-4 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
1001.32m

総 削 孔 長 36.00m

角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機 鉱研OP-1

エンジン ヤンマーNFD12 ポ ン プ OS-4090°

0° 水平

鉛
直

0°

90°上
下

180°

0°

北

180°

0°

90°270°

東

南

西

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

現

場

土

質

名

模

様

現

場

土

質

名

地
盤
材
料
の
工
学
的
分
類

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

地

質

時

代

名

記

事

孔
内
水
位
／
測
定
月
日

標 準 貫 入 試 験

深度－Ｎ値図

0 5010 20 30 40

N

値

深

度

(m)

100mmごと
の打撃回数

0

100

100

200

200

300

打
撃
ご
と
の
貫
入
量

50

回

の

貫

入

量

自

沈

時

の

貫

入

量

試料採取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

原

位

置

試

験

削

孔

月

日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

998.02

996.02

988.62

986.72

3.30

5.30

12.70

14.60

玉

石

混

じ

り

砂

礫

礫

混

じ

り

砂

玉

石

混

じ

り

砂

礫

シ
ル
ト
混
じ
り
砂

玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

灰

褐

暗

灰

暗

褐

暗

褐

灰

砂層を挟在する淘汰の悪い不均質な砂
礫。
玉石は概ね径10～30cmだが、最大径100
㎝。
砂礫は礫率高く、角礫～亜円礫で構
成。
基質は細礫、粗砂を含む砂質シルト。
深度0.00～0.35m間、径0.8～1cm大の円
礫からなる淘汰の良い砂利。
深度0.35～3.35m間、淘汰の悪い玉石混
じり砂礫。

深度3.35～5.30ｍ間、不明瞭な葉理の
発達する互層状のシルト質細粒砂およ
び小径の砂礫。シルト質砂層は、3.35
～3.75m、4.75～5.25m間で、淘汰良く
比較的均質で一見塊状。小径の砂礫
は、3.75～4.75m間で、細礫主体。径1
～2cm大の角礫を不規則に混入。基質は
均質なシルト質細粒砂。

玉石径比較的小さく、最大でも径15cm
で、深度1mあたり5～7個ほど含有。
岩種は、砂岩60%、粘板岩30%、緑色岩
10%。
砂礫は礫率高く、50～60%で淘汰悪く不
均質。
ほぼ角礫で構成され、礫種は粘板岩
60%、砂岩30%、残り10%が緑色岩および
チャート。
基質は、細礫、粗粒砂を多量に含む、
淘汰悪く不均質な砂質シルト。

深度5.30～12.70m間、淘汰悪く不均質
な玉石混じり砂礫。
玉石は径10～30cm大で、深度1mあたり2
～3個含有。
岩種は、砂岩50%、粘板岩40%、緑色岩
10%。

深度12.70～14.65m間、緩い腐食物、木
片混じりシルト混じり細粒～中粒砂。
比較的均質。
12.85m付近、12.95m付近、13.70m付
近、木片混入。
13.70～13.80m間、13.90～14.00m間、
14.50～14.60m間、木片集中。

深度14.65～16.00m間、玉石含有率の高
い玉石混じり砂礫。
玉石径10～15㎝大で、深度1mに対し7個
ほど。15.00～16.00m間は70%が玉石。
砂礫は礫率50%前後、礫径0.5～4cmの角
礫主体。
礫種は粘板岩40%、砂岩30%、緑色岩お
よびチャートが各15%ほど。
基質は、細礫粗粒砂混じりの砂質シル
トで、淘汰悪く不均質。

深度16.00～16.30m間、径1cm以下の円
礫混じり細粒砂質シルト。

深度16.30～30.95m間、淘汰悪く不均質
な玉石混じり砂礫。
玉石は径10～30cm大が主体だが、最大
径100㎝。
岩種は、砂岩40%、粘板岩30%、緑色
岩、チャート、礫岩各10%ほど。

砂礫は、礫径等一定せず、変化が大き
いが、礫径は1～5cm大の角礫主体。
礫種は粘板岩60%、砂岩30%、他10%が緑
色岩およびチャート。
基質は、細礫、細粒砂混じりの不均質
な砂質シルト。
径1mの玉石直下20.30～23.00m間は玉石
少なく、砂礫、礫径も小さい。
礫は径1.5㎝以下主体で、径0.8㎝以下
は亜円礫が多い。

深度25 60m以深は 砂礫の礫減少 礫

08/05
3.40

08/06
7.60

08/08
8.80
08/09
9.20
08/09
9.50
08/10
9.80

08/10
9.40

08/22
7.80

08/22
7.15

08/23
7.70

08/23
7.40

08/24
7.00

08/24
6.8008/27
7.00
08/27
7.05
08/29
7.05
08/29
7.00
08/30
7.00
08/30
7.05
08/31
7.10

08/31
6.9009/01
7.10

09/01
6.9009/02
7.05
09/02
7.00
09/03
7.00
09/03
7.05

10

7

4

88

94

188

214

167

500

125

3

4

750

115

100

75

88

188

1.15

1.45

2.00
2.00

3.15

3.45
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23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

970.37

965.32

30.95

36.00

り

砂

礫

砂

岩

灰

暗

灰

少なく、砂礫、礫径も小さい。
礫は径1.5㎝以下主体で、径0.8㎝以下
は亜円礫が多い。

深度25.60m以深は、砂礫の礫減少。礫
率50%以下。基質も細礫含有率下がり、
シルト質砂。

28.70m以深、玉石率高くなる。

粘板岩層を挟む層状亀裂性砂岩。
岩片の風化は弱く、破砕角礫化箇所以
外は、比較的硬質でコアはハンマーの
軽～中打で割れる。
30°前後傾斜した構造が確認でき、構
造に沿って亀裂が発達している。
岩相変化明瞭で、30.45～31.90m間は、
0.5～0.8㎝大の粘板岩片を含有してい
る。

31.90～33.40m間は、比較的塊状。
33.40～33.50m間、33.65～33.95m間、
粘板岩挟在。
31.20～31.35m間、亀裂密集し、褐色風
化強く、軟質化。
32.60～32.65m間、亀裂密集し、褐色風
化強く、軟質化。
33.35～33.45m間、破砕され細角礫化。
33.90m付近、34.85m付近、角礫化。
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ボーリング柱状図（H28剃石）

調 査 名

事業・工事名

ボーリング名 H 2 8 剃 石 調査位置 静 岡 県 静 岡 市 葵 区 田 代  大 井 川 上 流 域 （ 剃 石 ） 北 緯 3 5 ° 2 2 ’ 1 2 . 8 ”

東 経 1 3 8 ° 1 2’ 1 0 . 1”発 注 機 関 東 海 旅 客 鉄 道 （ 株 ） 中 央 新 幹 線 建 設 部 調査期間 平成 28年 9月 27日 ～ 28年 10月 3日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 +983.06m
角

度

180°

0°

90°上

下
0°

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

0°

使
用
機
種

試 錐 機 D 0 - D
ハンマー
落下用具

半 自 動 落 下

エンジン N F D - 1 2 ポ ン プ M A R U Y A M A  M S - 1 5 4 A総 掘 進 長  15.00m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

標

高

(m)

980.26

979.56
979.26

978.66

976.16

968.06

層

厚

(m)

  2.80

  0.70
  0.30

  0.60

  2.50

  8.10

深

度

(m)

2.80

3.50
3.80

4.40

6.90

15.00

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

（埋土）
GL.-0.0～-1.6ｍ間、φ20～70mmの
角礫主体。φmax80mm。
基質は中粒砂～細礫。
GL.-1.6～-2.80ｍ間。
φ3～20mmの粘板岩角礫主体。φmax
50mm。
基質は中粒～粗粒砂。

埋
土
・
礫
混
じ
り
土
砂

暗

黒

灰

（埋土）
GL.-2.80～-3.50ｍ間、φ20～40mm
の砂岩礫が多くなる。φmax100mm。

埋土・
玉石混
じり土
砂

暗

黒

灰

（埋土）
φ3～20mmの粘板岩角礫主体。

埋土・
礫混じ
り土砂

暗黒
灰

（埋土）
シルト主体、少量の礫混入。

埋土・
粘性土 灰

（河床堆積物）
GL.-4.4～-5.0ｍ
φ5～30mmmの砂岩礫多い。
基質は粗粒砂～細礫を主体。
硬質礫主体。ﾊﾝﾏｰ打撃で金属音。
GL.-5.0～-5.6ｍ
中粒砂主体。φ20mmの礫含む。
GL.-5.6～-6.9ｍ
硬質な砂岩礫主体。細粒分少ない。

礫

混

じ

り

土

砂

暗

灰～

明

灰

（河床堆積物）
GL.-6.9～-7.6ｍ
φmax60～70mmの玉石含む。硬質で
ハンマー打撃で金属音。
GL.-8ｍ付近より、全体に基質部で
も締まる。
GL.-7.6～-8.0ｍ
φ200mmの玉石を含むが、φ10～30m
mの礫主体の部分もある。
GL.-8.0～-14.0ｍ
-8～-9ｍ間、細礫が多く、φ5～10m
mの粘板岩亜円礫含む。
-9～14ｍ間、φ70～450mmの玉石を
多く含む。礫はハンマー打撃で金属
音。
-14ｍ以深で礫径、上層と比較して
小さくなるが、φmax80mm含む。
全体に砂岩礫主体であるが、中～下
部では粘板岩礫を含む。

玉

石

混

じ

り

土

砂

暗

灰～

明

灰

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

7.59
10/3
7.63
10/1

8.73
10/2

標  準  貫  入  試  験

深

度

(m)

1.15

1.45

2.15

2.45

3.15

3.31

4.15

4.45

5.15

5.49

6.15

6.45

7.15

7.45

8.15

8.44

9.15

9.42

10.15

10.41

11.15

11.43
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12.07
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打 撃 回 数
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/
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入
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N 値
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8

37

94

8

4

5

16

52

56

58
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750

100

250

79

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

1.15

2.45

3.80

4.00

8.15

10.41

9.72

11.97

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

土密
度、ふ
るい、
含水

土密
度、沈
降、含
水

土密
度、ふ
るい、
含水

スレー
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土質ボーリング柱状図（剃BV-1）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 剃BV-1 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
983.43m

総 削 孔 長 31.00m
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砂礫は直径0.5～4.0㎝の亜円礫が主
体。礫率は全体の40～50%。礫種は、粘
板岩80%、砂岩20%。基質は細礫粗砂混
じり砂粘板岩。
0.00～3.00m：全体的にスライム状で礫
率は20%。砂礫の直径は0.5～2.0㎝。

直径10cm以上の玉石を含む不均質な砂
礫。玉石は直径10～20㎝を1mに2～3個
含有したものを主体とする。礫率は全
体の60%。礫種は砂岩50%、粘板岩50%。
砂礫は直径0.5～1.0㎝の亜角礫が主
体。礫は全体の80%。礫種は礫岩80%、
粘板岩20%。基質は細礫粗砂混じり砂質
粘板岩。

10.50～14.60m：全体的に玉石が少な
く、直径10㎝の玉石が2mに1本含有され
ている。
砂礫が主体で、直径は0.5～2.0㎝。

17.85m：厚さ2cmのチャートが混在。

18.80～21.90m：全体の95%が玉石。
礫種は粘板岩70%、砂岩30%。

20.95～21.00m：厚さ3.0㎝の石英脈が
傾斜20°で注入。

(高角度の葉理が発達した粘板岩)
傾斜60～70°の葉理面が発達。
コア形状は片状～短棒状で、一部角礫
化
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(高角度の葉理が発達した粘板岩)
傾斜60～70°の葉理面が発達。
コア形状は片状～短棒状で、一部角礫
化。

23.15～24.00m：コアは硬質だが岩芯が
褐色風化している。

26.60m付近、26.70～26.75m：角礫化し
た粘板岩。ハンマーの軽打で崩れる。

30.60～31.00m：コア一部が角礫化して
いるが硬質。
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土質ボーリング柱状図（剃BV-2）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 剃BV-2 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
986.70m

総 削 孔 長 41.00m

角
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方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機 鉱研OP-1
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不規則に玉石を混入する不均質な砂
礫。
玉石の比率は、13.45m以浅で低く、玉
石径もやや小さい。
玉石含有率は、径10～40㎝大が3～4mに
1個程度。
岩種は硬質な粘板岩および砂岩で一部
礫岩。

砂礫は粘板岩角礫を主体とする高礫
率、不規則、不均質で全体に緩い。
礫率45～60%程度で、径4㎜～5cm大、粘
板岩多く70%ほど、他砂岩およびチャー
トが各10%前後。
ほぼ角礫のみで構成され円礫はほとん
ど含まない。
基質は粗砂、細礫を多量に含む砂質シ
ルト。

深度0.00～0.20m間、細礫を多く含む砂
質シルト。草木根混入。

深度3.40～3.50m間、細礫混じり細砂。

深度6.55～6.60m間、細礫混じり塊状細
砂。

13.45～35.15間、玉石含有率のやや高
い不均質な砂礫。
玉石含有率は、径10～120㎝大が1～2m
に2～3個程度。
岩種は、砂岩、硬質な粘板岩、一部
チャート礫岩。

深度23.50～27.40m、30.30～32.60m間
は、玉石少。
砂礫は、粘板岩50～60%、砂岩30%前後
他チャート、礫岩からなる径1～5cmの
角礫～亜角礫主体で、一部円礫を含む
(13.45m以浅より若干円磨されてい
る)。
上位砂礫同様、高礫率、不規則、不均
質だが若干締っている。
礫率は、45～68%、基質は、細礫、粗砂
含有の砂質シルトで局所的に粘性土分
に富み不均質。

深度17.60m付近、径6㎝赤色チャート
礫。

深度21.90m付近、径3㎝赤色チャート
礫。
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深度28.75～29.00m間、礫少なく細礫混
じり粗砂主体。

深度30.30～32.60m間、玉石少。
礫径、礫率等は変換なし。

高角度の亀裂が発達した亀裂沿い褐色
風化した粘板岩。
全体にシルト質で硬質だが、亀裂多
く、コアは概ね短棒～片状亀裂表面の
赤褐色化著しいが、角礫化部以外岩片
は硬質で、ハンマーの打撃で金属音を
発する。

36.60～37.50m間、高角度亀裂分布し、
亀裂沿いの細片化、褐色化が著しい。

37.50～37.75m間は、潜在亀裂多いがカ
タクレーサイト化。

38.60～38.70m間、褐色風化は認められ
ないが、コア細角礫化。
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土質ボーリング柱状図（剃BV-3）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 剃BV-3 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボーリング
責 任 者

孔 口 標 高 T.P.
982.98m

総 削 孔 長 34.00m
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径10cmから最大100㎝の玉石を含有する
淘汰の悪い不均質な砂礫。
玉石は、径10～30cm大主体で、深度1～
2mに1～2個程度含有。
岩種は、砂岩が多く70%以上で、粘板岩
20%、他に礫岩、緑色岩を若干含む。

砂礫は、粘板岩および角礫を多く含
み、径1～4cm大を主体とするが、淘汰
悪く不均質。
礫種は、粘板岩50～60%、砂岩30～
40%、他チャート、緑色岩を若干含んで
いる。
礫率高く、45～60%。基質は、淘汰の悪
い中～粗砂混じり砂質シルト同様に淘
汰悪く不均質。

0.00～0.80m間は、礫細粒で径5㎜～2cm
主体。腐植質で草木根混入。

0.00～6.00m間は、砂礫締りなく緩い。

1.70～1.80m間、コンクリート片。
～2.80m以浅埋め戻し土。

12.45～18.90m間、玉石含有率高く、
15.00～16.00m間、100㎝塊状砂岩玉
石。

淘汰の極めて悪い玉石混じり砂礫。

22.90m付近、径5cm赤色チャート礫。
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粘
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岩

暗

灰

28.30m以深、亀裂沿いに風化の進んだ
亀裂性粘板岩。
葉理に順じる40～60°傾斜した亀裂が
発達しており、亀裂表面は概ね褐～赤
褐色化し、全体に風化が進んでいる。
コア形状は、短棒～片状角礫状で、角
礫化した部分は軟質か著しく、一部は
指圧で砕ける。

29.35～29.55m間、コア片状化している
が、岩片は比較的硬質。
30.00～30.20m間、80°前後の亀裂に
沿って、軟質化細角礫化著しい。
30.70～31.25m間、風化強く脆弱化、角
礫化顕著。特に31.10～31.25m間は細礫
化。
32.55～32.70m間、脆弱化細角礫化顕
著。
33.70～34.00m間、60°前後傾斜した灰
白色石灰質葉理発達。
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土質ボーリング柱状図（剃BV-4）
調 査 名

事業名 または 工事名

調査目的及び調査対象

ボ―リング 名 剃BV-4 調査位置 北 緯

発 注 機 関
東海旅客鉄道株式会社 中央新幹線推進本部 中央新幹線建設部 静岡
工事事務所

調査期間 2022年  4月 25日 ～ 2022年 12月 15日 東 経

調 査 業 者 名 主任技師
現   場
代 理 人

コ ア
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玉

石

混

じ

り

砂

礫

暗

褐

不規則に玉石を混入する不均質な砂
礫。
玉石径は、10～300㎝と変化大きく、含
有率も変化するが、径10～30cmの玉石
を1～2mに2～3個程度含有している。
岩種は、径の大きなものは砂岩が多く
(70%以上)、他は粘板岩と若干緑色岩を
含む。

深度0.00～8.50m間は、玉石少なく径も
15㎝以下で含有率も低い。
砂礫は、礫径1～3㎝程度の粘板岩、砂
岩の亜角礫主体で、チャート、緑色岩
も僅かに含む。若干円礫を含んでい
る。
礫率60%以上で、基質は淘汰悪く不均質
な粗砂混じり砂質シルト。
全体に極めて緩い。
0.00～0.20m間には草木根混入。

深度8.50～41.00m間、玉石径含有率と
もに肥大化。
玉石径は最大300㎝で不均質だが、1～
2mに2～3個程度含有。
岩種は砂岩主体で、粘板岩、礫岩、緑
色岩を10%以下。

砂礫は淘汰悪く不均質だが、礫径2cm以
下の小径な部分が目立つ。
礫種、礫径ともに変化はなく、粘板岩
および砂岩の亜角礫主体で、緑色岩お
よびチャートを若干含んでいる。
基質も変化なく、不均質で淘汰の悪い
細砂混じり砂質シルト。

20.80～23.80m間、玉石若干減少。
1mに径10～20cm大が1個程度。砂礫に変
化はなく、淘汰悪く不規則、不均質。

20.90～21.00m間、細粒分(シルト、粘
性土)多く、礫混じり砂質土状。
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25.00～29.65m間、玉石若干減少。1mに
径10cm大が1個程度。
砂礫に大きな変化はないが、基質の細
粒分(粘性土、シルト)の含有率が若干
高い。

29.65～35.30m。玉石含有比率の高い砂
礫。
径10～20cm大の玉石を1mに2～3個ほど
含有する。
砂礫の状況は変化なし。

33.20～33.40m間、比較的均質な塊状の
細砂分布。

35.30m以深、亀裂性砂岩。

35.30～38.55m、粘板岩片を含む塊状の
中粒砂岩。

38.55～41.00m、石灰質葉理やチャー
ト、粘板岩薄層を挟在する細粒砂岩。
岩盤状況悪く、多くが角礫～片状、一
部細角礫化。

38.10～38.30m、38.45～38.60m、39.65
～39.95m間、コア細角礫化著しい。
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